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本!第に添付されているマニュアルを、目的にあわせてご利用<ださい 


ご購入いただいたモデルじよっては、下記がにもマニュアルが添付されている 
場合があります。『はじめにお読みください』「7.マニュアルの使用方ま」でご確認く 
ださし、。 

♦添付品の確認、本機の接続、 Windows XP、 または Windows 2000の 
セットアップ 

吟『はじめにお読みくださし、』 

♦本機を安全に使うための情報 
-► 『まをじお使いいただくために』 

♦ Windows の基礎知識、基本的な操作方法 

Microsoft 社製『ファーストステップガイド』または『クイックスタートガイド』 


このマニュアルです 

♦本機の各部のを称•機能、システム設定 (BIOS 設を） 

-►『活用ガイドハードウIア編スリムタワー型（高拡張性タイプ）』 
(電子マニュアル） 


♦本機にインストール/添付されているアプリケーションの削除/追加、化の 
OS のセットアップ 

"►『活用ガイドソフトウェア編 J (電子マニュアル） 

♦ トラブル解ま方法 

-► 『活用ガイドソフトウェア編 J (電子マニュアル） 

♦再セットアップ方法 

-► 『活用ガイド再セットアップ編』 

♦本機の機能を拡張する機器の取り付け方、内部構造の説明 
-► 『ハードウェア拡張ガイド』（電子マニュアル） 

♦ディスプレイの利用方法 

"►液晶ディスプレイ、 CRT ディスプレイがあり、マニュアルが添‘付されてい 
ます。ご使用のモデルにより異なります。 

♦選択アプリケーション（ワードプロセッサ/表計算ソフトウェア)の利巧方法 
-► 0怖 ce Personal 2003があり、マニュアルが添がされています。ご使用の 
モデルによって異なります。 

♦パソコンに関する相談窓口、保証期間と保証規定の詳細内容および Q&A、 
有償保守サービス、お客様登録方ま、 NEC の企業向け情報機器関連総合サ 
ィト 「NEC 8番街」のご案内 
-► 『イ呆証規定&修理に関するご案内』 


- Microsoft 関連製品の情報に ついて- 

次の web サイ h (Microsoft Press) では、一般ユーザー、ソフトウエア開発者、 
技術者、およびネットワーク管理者用に、 Microsoft 関連製品を’;舌用するための書 
籍やトレーニングキットなどが紹介されています。 
http://www.microsoft.com/japan/info/press/ 











はじめに 



このマニュアルは、フォルダやファイル、ウィンドウなど、 
Windows の基本操作に必要な用語とその意巧を i 里解していること、 
また、それらを操作するためのマウスの基本的な動作が一ほりでき、 
Windows もしくは添付のアプリケーシヨンのヘルプを使って操作方ま 
を理解、解まできることを前提に本機固有の情報を中'むじ書かれていま 
す。 

もし、あなたがパソコンにはじめて触れるのであれば、上記の基本 
事項を関連説明書などで一通り経験してから、このマニュアルをご利 
用になることをおすすめします。 

このま用ガイドは、な下の機種について書いてあります。 

PC 98 -NX シリーズ Mate 
MY 34 Y / G - E , MY 28 Y / G-E 

選択アプリケーシヨン、本機の仕様については、お客様が選択できる 
ようになっているため、各モデルの仕様にあわせてお読みください。 

仕衡こついての詳細は、『はじめにお読みくださし、』の「9付録機能一 
覧」をご覧ください。 


2004年6月初版 


853-810602-130-A 


このマニュアルの表記について 


♦ このマニュアルで使用している記号 

このマニュアルで巧巧している記号や表記には、巧のような意巧があります。 


0チェックク 

してはいけないことや、注意していただきたいことを説巧してい 
ます。よく読んで注意を守ってください。墻合によっては、作った 
データの消失、使用しているアプリケーションの破壊、パソコン 
の破損の可能性があります。また、全体に関する注意については、 
「注意事項」としてまとめて説明しています。 


パソコンを使うときに知っておいていただきたい用語の意味を 
解説しています。 

占 

参照/ 

利用の参考となる補足的な情報をまとめています。 

マニュアルの 中で関連する情報が書かれている所を示していまず。 


♦ このマニュアルで使巧している表記の意味 

本機 ホの機種を指します。 


本体 

PC 98- NX シリーズ Mate 

MY 34 Y / G - E . MY 28 Y / G-E 

本樵がどのモデルに該当ずるかは、型番を調べればわかりま 
す。型番の調べ方•読み方については、『はじめにお読みくださ 
い』をご覧ください。 

ディスプレイやキーボードなどの周辺磯器を含まない、 Mate を 
指します。 

アプリケーションレス 
モデル 

選択アプリケーション（ワードプロセッサ/表計算ソフトウエ 
ア）がな t 、状態でご購入いただいたモデルを指しまず。 

RADEON X 300 
SE モデル 

PCI Express ボードに RADEON X 300 SE を選択したモデルを 
指します。 

D VI - D ボードモデル 

PCI Express ボードにデジタルデイスプレイ用コネクタボード 
( DVI - D ) を選択したモデルを指します。 

CD - R/RW with 
DVD - ROM ドライブ 
モデル 

CD - R/RW with DVD - ROM ドライブを搭載したモデルを指しま 
す。 

DVD スー パーマルチ 
ドライブモデル 

DVD スーパーマルチドライブを搭載したモデルを指します。 







Office Personal 
2003モデル 

Office Personal 2003がインストールされたが態でご購入いた 
だいたモデルを指します。 

CD / DVD ドライブ 

CD-ROM ドライブ、 CD-R/RW with DVD-ROM ドライブ、ま 
たは DVD スーパーマルチドライブを指しまず。書き分ける必要 
のある谣合は、そのドライブの種類を記載します。 

「スタート」ボタンー 
「終了オプション」 

Windows XP でログオンやログオフの方法を変更している場合 
は、「終了オプション」のメニューが異なります。このマニュアル 
では「ようこそ画面」を使用している攝合を例に説明しています。 

「アプリケーション 

CD - ROM 」 

本磯添付の「アプリケーション CD-ROM/ マニュアル CD- 民 OM」 ま 
たは、「バックアップ CD-ROM (OS を除く）/アプリケーション CD- 
ROM/ マニュアル CD-ROM」 を指します。 

「スタート」ボタンー 
「コントロールパネル」 

Windows XP の「スタート」ボタンをクリックし、現れたポップ 
アップメニューから「コントロールパネル」を選択する操作を指 
します。また、コントロールパネルはカテゴリ表示されたが態 
を指します。 

「スタート」ボタンー 
「設定」 一 
「コントロールパネル」 

[ 1 

『 J 

Windows 2000の「スタート」ボタンをクリックし、現れたポッ 
プアップメニューから「設定」を選択し、横に現れるサブメ 
ニューから「コントロールパネル」を選択ずる操作を指します。 

【】で囲んで志る文字は、キーボードのキーを指しまず。 

『』で囲んである文字は、マニュアルの名称を指しまず。 


♦このマニュアルで巧巧しているアプリケーシヨン名などの正ま名称 


本文中の表記 

正式名称 

Windows 

次の t ^ ずれかを指します。 

- Microsoft® Windows® XP Professional operating system 
日本語版 

- Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 

日本語版 

- Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 
日本語版 

Windows XP 

次の t ^ ずれかを指します。 

- Microsoft® Windows® XP Professional operating system 
日本語版 

- Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 

日本語版 

Windows XP 

Professional 

Microsoft® Windows® XP Professional operating system 
日本語版 





Windows XP Home 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system 

日本語版 

Windows 2000 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional operating system 
日本語版 

Office Personal 2003 

Microsoft ® Office Personal Edition 2003 ( Microsoft ® Office 
Word 2003、 Microsoft ® Office Excel 2003、 Microsoft ® Office 
Outlook ® 2003、 Microsoft ® Office Home Style +) 

IME 2003 

Microsoft ® IME 2003 

MS - IME 2002 

Microsoft ® IME 2002 

MS - IME 2000 

Microsoft ® IME 2000 

ウイルススキャン 

マカフイー®.ウイルススキャン 

WinDVD 

InterVideo ® WinDVD ™ 4 

RecordNow DX 

Sonic RecordNow DX 

DLA 

Sonic DLA 

StandbyDisk 

StandbyDisk 2000 -XP Pro 日本語版 

StandbyDisk Soto RB 

StandbyDisk Solo RB 日本語版 

Masty Data Backup 

Masty Data Backup/F for Windows 


♦ このマニュアルの 記載順序 

-匿体が同じ場合、 CPU の性能が高い順に記載しています。 

- 0 S は、ホの順序で記載しています。 

Windows XP、Windows 2000 


♦ このマニュアルで使用しているイラスト 

この マニュアルに 記載のイ ラス トや画面は、ま際のものとは多少異なることがありま 
す。 





♦デバイスマネージャの開き方 
- Windows XP の場合 

1 「スタート」ボタンー r マイコンピユータ」をクリック 

2 「システムタスク」の r システム情報を表示する」をクリック 

3 「ハードウエア」タブの中の「デバイスマネージャ」ボタンをク 
り ック 

「デバイスマネージャ」力读示されます。 

- Windows 2000の場合 

1 「スタート」ボタンイ設定」一「コントロールパネル」をクリック 

2 「システム」をダブルクリック 

3 「ハードウエア」タブの中の r デバイスマネージャ」ボタンをク 
U ック 

「デバイスマネージャ」力读示されます。 






当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープ 
ログラ厶のが象製品に関する基準を満たしていると判断します。 

国隙エネルギースタープロダラムは、コンピュータをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化 
推進のための国隙的なプログラムです。このプログラムは、エネルギー消費を効率的に抑えた製品 
の關発、普及の促進を目的としたもので、事業者の自主判断により参加することができる任意制度 
となっています。 

対象となる製品は、コンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリおよび複写機等の才 
フイス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加各国の間で統一されています。 


■技術基準等適合認定について 

この装置にはお術基準認証済みの通信機器が搭載されています。 

■電波障害自主規制じついて 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制院議会 (VCCI) の基準に基づくクラス B 情報お術装 
置です。この装置は、家庭環境で使巧することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビ 
ジョン受信標に近接して使巧されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従っ 
て正しい取り扱いをしてください。 

■瞬時電圧低下について 

本装置は、落雷等じよる電源の瞬時電圧低下じがし不都合が生じることがあります。 

電源の瞬時電圧低下対策としては、吏流無停電電源装置等を使巧されることをおすすめします。 

■レーザ安全基準について 

この装置には、レーザに関する安全基準 (JIS • C-6802、IEC825) クラス1適合の CD- 民 0M ドライ 
ブ、 CD- 民/民 W with DVD-ROM ドライブ、または DVD スーパーマルチドライブが搭載されてい 
ます。 

■高調波電流規制について 

この装置の本体は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 






ごを意 


(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容についてはで全を期して作成いたしましたが、で一ご不審な点や誤り、記載もれ 
などお気付きのことがありましたら、 ご離人元、 または NEC 121 コンタクトセンターへ ご連 
絡ください。落 T 、 舌し T 本はお取り嘗えいたします。 

(4) 当社では、本装置の運巧を理由とする損失、逸失利益等の請求につきましては、む)項にかか 
わらずいかなる責巧も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

(5) 本装置は、医療磯器、原子力設備や磯器、航空宇宙構器、輸送設備や磯器など、人命に関わ 
る設備や機器、および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込みや制御等の使 
用は意図されておりません。これら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用され、人 
身事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責巧も負いかねます。 

(6) 本機の内臟ハードディスクじインストールされている师 indowsXP、Windows XP Home , 
または Windows 2000および本磯に添付の CD - ROM は、本磯のみでご使用ください。 

り) ソフトウエアの全部または一部を著作権の許可なく複製したり、複製物を頒布したりすると、 
著作権の侵害となります。 

(8) ノ、ー ドウエアの保守情報をセーブしています。 

(9) 本書に記載している Web サイトや連絡先は、2004年5巧現なのものです。 


■輸出に関するま意事項 

本製品（ソフトウュァを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠していません。 

本製品を日本国外で使巧された摇合、当社は一切責任を負いかねます。 

また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび巧術サポート等は巧っていません。 

本製品の輸出(個人による携行を含む）につ t 、ては、外国為替及び外国貴易法に基づ ti て経済産業省 
の訊可が必要となる場合があります。 

必要な許可を取得せずに輸出すると同法じより罰せられます。 

輸出に際しての許可の要否については、ご購入頂いた版売店または当社営業拠点にお問い合わせく 
ださい。 


■ Notes on export 

I'his product (including software ) is designed under Japanese domestic specifications and 
does not conform to overseas standards . 

NEC'i will not be held responsible for any consequences resulting from use of this product 
outside Japan . 

NEC’i does not provide maintenance service nor technical support for this product outside 
Japan . 

Export of this product (including carrying it as personal baggage ) may require a permit from 
the Ministry of Economy , Trade and Industry under an export control law . Export without 
necessary permit is punishable under the said law . 

Customer shall inquire of NEC sales office whether a permit is required for export or not . 
*1 :NEC Corporation , NEC Personal Products , Ltd . 







Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows 、 Office ロゴおよび Windows のロゴは、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の園における商標または登録商標です。 

Intel は、米国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標あるいは登録 
商標です。 

ATI 、 RADEON は 、 ATI Technologies Inc . の茵標です。 

当該文書の本文で使巧される全ての登録商標名 McAfee , VirusScan ， マカフィーは米国法人 Network 
Associates , Inc . またはその関係会社の登録商標です。 

Sonic RecordNow および Sonic DLA は、米国 Sonic Solutions の登録商標です。 

InterVideo , I 打 terVideo ロゴおよび WlnDVD は、 InterVideo , Inc . の商標または登録商標です。 

し opyright 1999, 2004 InterVideo , Incorporated . All rights reserved . 

S は ndbyDisk は、（株）ネットジャパンの商標です。 

StandbyDisk Solo 民区は 、 StandbySoft LLC / (株）ネットジャパンの商標です。 

Photo CD portions copyright じ astman Kodak Company 1995 
PS /2 は IBM 社が所有している商標です。 

ESMP 民0は日本電気株式会社の登録商標です。 

その他、本書に記載されている会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 


◎NEC Corporation, NEC Personal Products, Ltd. 2004 

日本電気株式会社、 NEC パーソナルプロダクツ株式会社の許可なく複製.改変などを行うことはで 
きません。 
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このマニュアルの構成.読み方 


このマニュアルは PART 1 から PARTS までの構成となっていますが、 PART 1 か 
ら順に読んでいくあ要はありません。 

『はじめにお読みください』でセットアップが完了しましたら、必要に応じて 
このマニュアルを 活用してください。 

なお、各 PART の最初のページにも「この章の読み方」と「この章の内容」があり 
ますので、各 PART を読む前にご覧ください。 

また、この マニュアルは 検索性を高めるため、目ホのホに索引を記載してい 
ます。 

素引に載せてある用語は、目み、注意していただきたい内容 (0 チェックク）、 
用語メモ（立 王 J ) を検索するのに都合の良い言葉を選んでいま 
す。 


目次 

索引 

PART 1 本体の構成各部 

本磯の外観上に見えるものから内蔵されている磯器まで、ハードウてア全般 
の磯能と取り扱いについて説明しています。 

PART 2 システム設定 

本機を利用する場合の BIOS セットアップ メニュー じついて説明しています。 

PARTS 付録 

本機の機能に関連した補足情報を記載してあります。 



(よじめじ . 3 

このマニュアルの表記じっいて . 4 

ご a *. 9 
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索引 . 16 

本体の構成各部 . 19 

各部の名称 . 20 

本体前面 . 20 

本体背面 . .... 24 

胃源 ... 30 

電源のが態と操作方法 . 30 

電源の入れ方/切り方(電源の手動操作） . 33 

スタンバイ/スタンバイからの復帰(電源の手動操作） ... 35 

イネ止状態/が止が態からの復帰(電源の手動操作） . 39 

電源の自動操作 . 42 

キーホード ... 44 

添付されるキーボードの種類 . 44 

使用上の注意 ... 45 

USB 接続のキーボードの使用上の注意 . 45 

キーの S 称 . 47 

キーの使い方 . 49 

キーボードの設定をする . 50 

日本語入力 . 51 

マつス . 52 
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ディスプレイ . 53 

使用上の注意 . 53 

画面表示を調整する . 53 

表示能力…… .. 54 

另リ売のディスプレイを使ラ . 58 






































表示するディスプレイを変更する （RADEON X 300 SE モデルのみ）。…59 

クローンモード機目目 （RADEON X 300 SE モテ V レのみ） . 60 

デュアルディスプレイ機能 (RADEON X 300 SE モデルのみ） . 62 

ディスプレイの省電力機能 . 64 

ノ、ードディスクドライブ . 65 

使用上の注意 . 65 

/、ードディスクの/くックアップ . 66 

ドライブ番号の割り当て.…. . 68 

ディスクのチ王ックおよびチェックディスクの操作手順 ............... 69 

ハードディスクドライブ ( IDE - RAID ボード搭載モデルの場合）....71 

使用上の注意 . 71 

RAID について . 72 

ドライブ番号の割り当て . 73 

FastCheck モニタリングユーティリティについて . 74 

フ□ッピーディスクドライブ . 76 

使用上の注意 . 76 

使用できるフ□ッピーディスク . 76 

フ□ッピーディスクの内容の保護 . 77 

CD / DVDK ラィブ . 78 

CD / DVD ドライブ使用上の注意 . 78 

再生できる CD および DVD の種類 . 78 

CD - R および CD - RW への書き込みと CD - RW のフオーマット ....... 81 

DVD メディアへの書さ込みと DVD - RW 、 DVD + RW 把よび 

DVD - RAM のフオーマット . 82 

身 E 常時のディスクの取り出し . 84 

サウンド機能 . 86 

音量の調節 . 86 

LAN (口一力 J レエリアネットワーク） . 87 

LAN (□— 力 J レエリアネットワーク）への接続 . 87 

LAN の設定 . 88 

リモートパワーオン機能の設定 . 91 
































無線 LAN 機能 . 94 
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本化の構ぶ新 R 

本磯の外観上に見えるものから、内蔵されている機器まで、ハードウエア 
全般の機能と取り扱いについて説明します。 


この章の読み方 


順番に読んでいく必要はありません。目的にあわせて該当するページを 
お読みください。 


この章の内容 


を部の名称 . 20 

胃源 . 30 

^ —ホー!' . 44 

マつス . 52 

デイスプレイ . 53 

ハードディスクドライブ . 65 

A - ドディスクドライブ ( IDE-RAID ボード搭載モデルの場合） . 71 

フロッピーディスクドライブ . 76 

CD/DVDF ラィブ . 78 

サウンド機能 . 86 

LAN (□— 力 J レエ U アネットワーク） . 87 

お線 LAN 機能 . 94 

USB っネクタ . 98 

セキュリティ/マネジメント機能 . 103 






















辅 R の名祿 

ここでは、本体の各部の名称とその役割について説明しています。各部の 
取り巧い方まや詳しし、操作方法については、各項目にある参照べージを 
ご覧ください。 


本体前面 
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各部の名称 





































① 電源スイツチ (の） 

本体の電源の状態を変更(入れる、スタンバイ/スタンバイからの復帰、化 
止状態/化止状態からの復帰)するスイツチです。 

詳しくは「電源」 ( P .30) をご覧ください。 

② 電源ランプ(@) 

電源の状態をま示するランプです。電源が入っているときとスタンバイ 
状態のときじ点灯します。 

詳しくは「電源」 ( P .30) をご覧ください。 

③ ハードディスク/光ディスクアクセスランプ 己 


内蔵のハードディ スク ドライブや CD / DVD ドライブなどの IDE デバイ 
スが読み書きしている時に点灯します。 

詳しくは 「ハー ドディスクドライブ」 （ P .65)、 「ハー ドディスクドライブ 
(ID に RAID ボード搭載モデルの場合)」 （ P .71) または 「 CD / DVD ドライ 
ブ」 （ P .78) をご覧ください。 

广り チェックク- 

/、 ー ドデイスク/光デイスクアクセスランプ点幻■中は電源スイッチを巧 
さないでくださ L 、。/、 ー ドディスクの内容がこわれることがあります。 


④ 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 イ ンチのフロつ ピーディスクの読み書きをする装置です。 
詳しくは「フロッピーディスクドライブ」 （ P . 76) をご覧ください。 


⑥ ディスクイジェクトボタン 


フロ ッピーディスクを取り出します。 

⑥ディスクアクセスランプ 

フロッピーディスクドライブが動作しているときに点灯します。 

广巧 チェックク-, 

ディスクアクセスランプ点な中は、電源スイッチを巧したり、ディスクイ 
ジェクトボタンを押したりしてフロッピーディスクを取り出さないで 
ください。ディスクの内容がこわれることがあります。 


各部の名称 
















⑦へッドフォン端子(〇) 


ミニ プラグの ステレオへッ ド フォンを 接続します。 へツ ド フォンを 接 I 壳 
すると内蔵スピーカからの音は出なくなります。 へッ ド フォンを 耳じあ 
てたままジャックの抜き差しをしないでください。 

⑧ 内蔵スピーカボリューム (。み） 

内蔵 スピーカ、 またはへ ッドフォン 端子に接続した へッドフォンの 音量 
を調節します。 

詳しくは「サウンド機能」 （ P .86) をご覧ください。 

⑨ CD / DVD ドライブ 


お 使 I ) の モデル じより、 CD-ROM ドライブ、 CD - R/RW with DVD-ROM 
ドライブ、または DVD スーパー マルチ ドライブが内蔵されています。 
CD-ROM や DVD-ROM のデータを読み出す装置で、音楽 CD や DVD - 
Video を再生することもできます。 モデルに よっては CD - RXD - RW 、 
DVD - RAM , DVD - R 、 DVD + R 、 DVD+RW または DVD-RW じ大容量のデー 
夕を書き a むことができる機能があります。 

詳しくは 「 CD / DVD ドライブ」 ( P .78) をご覧ください。 

CD / DVD ドライブは取り外して、他のファイルベイ用内蔵機器に巧換す 
ることもできます。 

詳しくは『ハードウエアあ張ガイド』をご覧ください。 

機種じよってボタン、ランプなどの位置が異なる場合があります。 


ディスクトレイイジェクトボタン—— □ 
アクセスランプ-0 


. ディスクトレイイジエクトボタン 

トレイを出し入れするときじ使います。 

. アクセスランプ 

CD / DVD ドライブが動作しているときに点灯します。 








广巧 チェック ク - 

アクセスランプ点灯中は電源スイッチやディスクトレイイジェクトボ 
タンを巧さないでください。お障の原因となります。 

V _ ) 

• ヘッドフォン端子(〇) 

ミニプラグのステレオへッ ドフォンを接続します。 この 端子で聞く こ 
とができる のは、 音楽 CD の 再生音だけです。また、ヘッドフォンを耳に 
あてたままジャックの抜き差しをしないでください。 

-ヘッドフォンボリューム 

CD 用へッドフォン端子に接続したへッドフォンの音量を調節します。 
⑩ USB コネクタ（^) 

USB 機器を接続します。 

本機の USB コネクタは, USB 2.0/ USB 1.1 機器に巧応しています。 USB 2.0 
の転送速度を出すためじは、 USB 2.0 巧あの機器を接続する必要がありま 
す。 

詳しくは 「 USB コネクタ」 （ P .98) をご覽ください。 

⑩スタビライザ 

本体を安定させるための脚です。 

⑩ USB ケーブルフック 

USB 機器のケーブルが抜けるのを防止します。 

⑩ 通風孔 

本体内部の熱を逃がすための通風孔です。物を載せたり壁などでふさが 
ないようじ注意してください。 


M ホが心 H 


各部の名称 
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本体背面 



通) スライドストッパ 
⑩ 通風孔 
⑩ アース端子 
① AC 電源コネクタ 
⑩ 無線 LAN 用外付アンテナコネクタ 

® ライン入力端子 
⑩ケーブルストッパ 
⑩シリアルコネクタ 
⑩ IDE - RAID ボードまたは空き 
® LAN ボードまたは空き 

领 PCI スロット 

(左からスロット2、スロット 1) 
® DVI - D コネクタ、 DMS -59 コネク 
夕、または空き 
领 スライドストッパ 


⑩ ケーブルストッパ 
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各部の名称 






























































PCI スロッ トじ LAN ボードが内蔵されています。 LAN ボードが内蔵され 
ているモデルでは、 LAN (口ーカルエリアネットワーク）じ接続すること 
ができます。 

詳しくは 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」 ( P .87) をご覧ください。 

LAN ボードあ大図 

「 1 OOBASE-TX 接続ランプ 

「ネットワーク通信/接続ランプ (ACT/LNK) 


LAN 用モジュラーコネクタ 
100 BASE-TX 接続ランプ 

100 Mbps でネットワークが接続されていて、ハブ（マルチポートリ 
ピータなど）からリンクパルスを受信すると点灯します。 10 Mbps で 
ネットワークが接続されている場合は点灯しません。 


AC コンセントから本体に10 0 V の電源を供給するためのコネクタです。 
添がの電源ケーブルを接続します。 

② USB コネクタ（^) 

USB 機器を接続します。 

本機の USB コネクタは、 USB 2.0 または USB 1.1 機器に畑芯しています。 
USB 2.0 の転送速度を出すためじは、 USB 2.0 巧応の機器を接続するあ要 
があります。 

詳しくは 「 USB コネクタ」 （ P .98) をご覧ください。 

③ マイク端子（ミニジャック）（ぶ） 

市販のマイクを接続します。 

④ ライン入力端子（ミニジャック）（(((寺） 

巿版のオーディオ機器から音声信号を入力します。 

⑥ ライン出力端子（ミニジャック）（(((令） 

巿版のオーディオ機器へ音声信号を出力します。 

⑧ LAN ボードまたは空き 


① AC 電源コネクタ 



本体の構成各部 


各部の名称 
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-ネットワークほ信/接続ランプ ( ACT / UNK ) 

ネットワーク上で読が达み/書き込み力';発生すると点滅します。また、 
ハブ(マルチポートリピータなど）から、リンクパルスを受信すると点 
灯します。ただし、あずしも本機の読み込み/書き込みとは限りません。 
. LAN 巧モジュラーコネクタ（も） 

LAN ケーブル（エンハンスドカテゴリ5な上の使用を推奨）を接続しま 
す。 


⑦ アナログ RGB コネクタ （回) 


アナログインタフエースのディスプレイを接続します。 

詳しくは、「ディスプレイ」 （ P .53) をご覽ください。 

⑧ DVI - D コネクタ、 DMS -59 コネクタ、または空き（のまたは DVI ) 

デジタルインタフエースのディスプレイを接続します。 

詳しくは「ディスプレイ」 （ P .53) をご覧ください。 

广り チェックク_ 

〔アナログ RGB コネクタと DVI コネクタは、同時に利用できません。 


立过 

RADEON X 300 SE モデルで、デジタルインタフエースのディスプレイ 
を接続する場合は、別売の専用コネクタ - DVI-D (メス）デジタルディス 
プレイケーブルを利用し、 DMS -59 コネクタじ接続します。 

⑨パラレルコネクタ（置） 

プリンタなどの機器を接続します。 

〇チェックク-, 

- PC -9800 シリーズ用のプリンタケーブルを接続する場合は、別売の 
プリンタインターフエース変換アダプタ ( PK - CA 101) が必要です。 

-バラレルコネクタには、 D - Sub 25 ピンのシリアル機器を接続しない 
でください。 












⑩シリアルコネクタ（陌同 1) 


モデムや ISDN TA などの機器を接続します。 

广巧 チェックク- 

- PC - 9800シリーズ用の機器を接続する場合は、別売の RS -232 C 変換 
アダプタ （ PK - CA 102) が必、要です。 

- RS -232 C 変換アダプタ （ PK - CA 102) は、シリアルコネクタ1のみで 
使用できます。 

-周辺機器によっては、変換アダプタを使用すると動イ乍しないことがあ 
ります。 

-隣り合ったコネクタに同時に変換アダプタを接続すると、変換アダプ 
夕同±がぶつかり合って接続できなし、場合があります。 


⑩篇体ロック(画） 

ロックがき盗難防止ケーブルを取りがけます。 

詳しくは「セキユリティ/マネジメント臟能」 （ P .103) をご覧ください。 
⑩アース端子（去） 

アース線を接続します。 

©通風孔 

本体内部の熱を逃がすための通風孔です。壁などでふさがないように注 
意してください。 

チェックク- . 

本体上部の通風孔に物などを置いてふさがないよう十分ま意してくだ 
さし、。 

V J 


⑩ PCI スロット 

本体の機能を強化したり拡張したりするための、各種ボードを挿入する 
スロットです。モデルによっては、 LAN ボード、 mE ：- RAID ボードなど 
が挿入されています。 

詳しくは 「LAN (ローカルエリアネットワーク）」 ( P .87)、 「ハードディスク 
ドライブ (ID に RAID ボード搭載モデルの場合)」 ( P .71) をご覧ください。 

参照/本機の機能を拡張するためのさまざまな機器の取りがけ/取り外しについて 
は、『ハードウエア拡張ガイド J をご覧ください。 


各部の名称 


本体の構成各部 



















⑩ PS /2 接続キーボードコネクタ（國) 


PS /2 接続のキーボードのモデルでは、 PS /2 接続のキーボード（ミニ DIN 6 
ピン）を接続します。 

詳しくは「キーボード」 （ P .44) をご覧ください。 

⑩ P 5/2 接続マウスコネクタ（日） 

PS /2 109キーボードのモデルでは、 PS /2 接続のマウス（ミニ DIN 6 ピン） 
を接続します。テンキーがき PS /2 小型キーボードのモデルでは、キー 
ボードのケーブルがキーボード用とマウス用に分岐しているので、マウ 
ス用のケーブルを接続します。なお、 PS /2 接続のマウスはキーボードじ 
接続します。 

詳しくは「マウス」 （ P .52) をご覧ください。 

⑩ケーブルストツパ 

キーボードなどのケーブルが抜けるのを防止したり、ケーブル接続した 
機器の盗難を防止します。 

詳しくは『ハードウエアあ張ガイド』をご覧ください。 

⑩ LAN 巧モジュラーコネクタ（も） 

LAN 用モジュラーコネクタが内蔵されているので、 LAN (口ーカルエリ 
アネットワーク）じ接続することができます。 

詳しくは 「LAN (口ーカルエリア ネットワーク）」 ( P .87) をご覧ください。 


LAN 用モジュラーコネクタ拡大図 


通信を度ランプ 

トワーク通信/接続ランプ （ ACT / UNK ) 


LAN 用モジュラーコネクタ 

ほ信を度ランプ 

ネットワーク上で読み込み/書きみが発生すると通信速度じあじて 
点灯します。 

-1000 Mbps ネットワーク接続時は黄色に点灯します。 

-100 Mbps ネットワーク接続時は緑色に点灯します。 

- 10 Mbps ネットワーク接続時は点灯しません。 













-ネットワークほ信/接続ランプ ( ACT / UNK ) 

ネットワーク上で読み3み/書き込みが発生すると点滅します。また、 
ハブ(マルチポートリピータなど）から、リンクパルスを受信すると点 
灯します。ただし、あずしも本機の読み込み/書き込みとは限りません。 
. LAN 巧モジュラーコネクタ（品） 

LAN ケーブル（エンハンスドカテゴリ5な上の使用を推奨）を接続しま 
す。 

⑩ IDE - RAID ボードまたは空き 

RAID 1(ミラーリング）じよって、2つのハードディスクドライブじ同じ 
内容のデータを書き込みます。片方のハードディスクドライブが故障し 
ても、もう一方のハードディスクドライブにもデータが保存されるため、 
ま全です。 

詳しくは「ハードディスクドライブ ( ID に RAID ボード搭載モデルの場 
合)」 ( P .71) をご覧ください。 

⑩スライドストッパ 

本体のルーフカバーを固定します。 

参照/ルーフカバーの取りがけ/取り外しについては、『ハードウエア化張ガイド』を 
ご覧ください。 

⑩無線 LAN 用か付アンテナコネクタ（無線 LAN モデルのみ） 

無線 LAN 用の外(寸けアンテナを接続します。 

詳しくは、『はじめにお読みください』「4添か品の接続」の「5.無線 LAN 
用外化けアンテナを接続する」をご覧ください。 


■本体の構成各部 


各部の名称 
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ここでは電源の入れ方と切り方や省電力機能について説明します。電源 
の切り方を間違えるとデータやプログラム、本機がこわれてしまうこと 
があるので、特にを意してください。 


電源の状態と操作方法 


◎電源の巧態 

本体の電源の状態にはホのようじ「電源が切れている状態」「電源が乂っ 
ている状態」「スタンバイ状態」「休止状態」の4つの状態があります。 


電源が 
切れている 

— 

電源を入れる 

寺 


和 

電源を切る 

— 

電源が 

状態 
または 
休止状態 


休止巧態から 
復婦する 

— ► 

入っている 
巧態 

-か止が態にする!— 




参電源が切れている状態 

Windows を終了するなどして本体を使用していな V >状態です。 

参電源が入っている状態 

通常、本体を使用している状態です。 

参スタンバイ状態 

作業中のデータを一時的にメモリへ保存し、ハードディスクドライブ 
などのモータを停止する、ディスプレイを省電力の状態じするなどし 
て消費電力を抑えますが、メモリ内のデータを保持するための電力は 
供給されている状態です。作業中の内容がメモリ内に保存されている 
ため、スタンバイ状態から復帰するときは素早く元の状態に房ります。 

参か止状態 

メモリの 情報をすべてハードディ スク ドライブじ保存した後で、本体 
の電源を切ります。もう一度電源を入れると、電源を切ったときと同じ 
状態で復元されます。本体の電源を切るため、「化止状態からの復帰」は 
「スタンバイからの復帰」より遅くなります。 


電源 




















電源の状態によるランプとディスプレイの表示は、次の通りです。 


電源の巧態 

電源ランプ 

ディスプレイの表示 

ディスプレイの電源ランプ 

電源び入っている 

緑色に点灯 

表示される 

緑色に点な 

電源び切れている 

点なしない 

表示されない 

オレンジ色に点な* 

スタンバイ状態 

オレンジ色に点な 

表示されない 

オレンジ色に点な* 

休止 状態 

点なしない 

表术されない 

オレンジ色に点な* 


《使用するディスプレイじよっては、黄色に見える場合があります。 


◎電源の操作方法 


電源を操作するには次の方法があります。詳しくは、後述の電源じついて 
の記載をご覧ください。 

•電源を入れる 


電源の操作方法 

電源スイッチを押す 

L 冉 N によるリモートパワーオン機能を利用する 


•電源を切る 


_電源の操作方法_ 

- Windows XP の場合 

終了六ニューから「終了オプション」ボタンをク U ックし、「電源を切る」ボタンを 
ク IJ ック 

■Windows 200日の場合 

終了六ニューから「シャットダウン」を選択し、 rOKJ ボタンをクリック 
Time 「- NX を利用する 

L 冉 N による U モートパワーオフ機能を利巧する 


•スタンバイが態にする 

電源の操作方法 

電源スイッチを押す 
- Windows XP の場合 

終了メニューから「終了オプション」ボタンをク U ックし、「スタンバイ」ボタンを 
ク IJ ック 

- Windows 2000の場合 

終了六ニューから「スタンバイ .1 を選択し、 「0 K . I ボタンをクリック 
- Windows XP の場合 

「コント□ールパネル」一「パフオーマンスと六ンテナンス」一 r 電源オプション」の 
「電源設定」で設定する 
- Windows 2000の場合 

「コントロールパネル」^ r 電源オプション」の「詳細」で設定する 


電源 
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•スタンバイが態から復帰させる 


電源の操作方法 

電源スイッチを押す 

マウスを動かす。またはキーボードのキーを押す 
Time 「- NX を利用する 

L 冉 N による U モートパワーオン機能を利用する 


•イ木止が態にする 


電源の操作方法 

電源スイッチを押す 
- Windows XP の場合 

■終了メニューから「終了オプション」ボタンをク U ックし、に hift 】 を巧しなびら「休 
止状態」ボタンをクリック 

-「コント□-ルパネル」一「パフオーマンスと;><ンテナンス」一「電源オプション」 
の r 電源設定」で設定する 
- Windows 2000の場合 

-終了メニューから「休止状態」を選択し、 rOKJ ボタンをクリック 
-「コント〇—ルパネル」^ r 電源オプション」の「詳細」で設定する 


•休止状態から復帰させる 


電源の操作方法 

電源スイッチを押す 
Time 「- NX を利用する 

L 冉 N による U モートパワーオン機能を利用する 















電源の入れ方/切り方(電源の手動操作) 


◎電源を入れる 

電源が切れている状態から電源を入れるじは、必ず次の手順に従って正 
しく電源を入れてください。 

^0チェックク- . 

電源を入れる場合は、電源を切ってから5秒な上間隔をあけてから巧っ 
てください。ただし、電源を切ってから、電源ケーブルを抜いたり、ブレー 
力一 等で供給元の電源を切った場合は、 30 秒な上間隔を あけてから、電 
源を入れてください。 

J 


1 フロッピーディスクドライブに何もセットされていないこと 
を確認する 

2 ディスプレイなど、周辺機器の電源を入れる 

3 本体の電源スィッチを巧す 

^かエックク- 、 

メモリを増設した場合、初期化のため、電源投入後ディスプレイの画面が 
表示されるまでの時間は、メモリの組み合わせによつて時間がかかる場合 
があります。 
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◎電源を切る 


電源が入っている状態から電源を切るじは、ホの手順で斤ってください。 

「り チェックク- 

電源投入後、 Windows の起動中やアプリケーションの起動中には、電源 
を切らないでくださ L 、。マウスポインタが、砂時計表示されていないこ 
と、および/\-ドディスク/光ディスクアクセスランプやディスクアクセ 
スランプが点灯していないことを確認してから電源を切るようにして 
ください。 


1 作業中のデータを保存してアプリケーションを終了する 

2 次の操作を行う 

- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー►「終了オプション」をクリックし、「電源を切 
る」ボタンをクリック 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタン ー►「シャットダウン」をクリックし、「シャット 
ダウン」を選択して 「 OK 」 ボタンをクリック 

本体の電源は自動的に切れますので、終了処理中に電源スイッチを押さ 
ないでください。 

3 本体の電源が切れたことを確認したら、ディスプレイおよび周 
辺機器の電源を切る 

(チェックク- . 

Windows の動作中は、電源スイッチを}甲して電源を切らないでくださ 
い。ソフトウェアなどのエラーで、 Windows が操作できなくなってし 
まった場合は、『活用ガイドソフトウェア編』 r トラブル解ま Q & AJ 電 
源を切ろうとしたが- ■ •」をご覧ください。 

V_ y 


JiJ 立 

「電源 オ プション」ではホの設定が行えます。 

-電源スイッチの変更（スリープ、化止状態、シャットダウン） 
• 電源の自動操作 （システ厶スタンバイ、システ厶 休止が態） 

参照/「電源オプシヨン」の設定の変更一 Windows のヘルプ 













スタンバイ/スタンバイからの復帰(電源の手動操作) 


本機での作業を一時中断する塌合は、スタンバイ状態にすることによっ 
て電力の消費を節約することができます。なお、本機を電源スイ、ソチに 
よってスタンバイが態にするには、「電源オプション」の設定を変更する 
必要があります。 

参照/「電源オプシヨン」の設定の変更一 Windows のヘルプ 

グむチェックク- 

スタンバイ/スタンバイ状態から復帰する操作は、電源ランプの色が変 
わってから5秒な上の間隔をあけて巧ってください。 


◎スタンバイが態にする 

電源が入っている状態から手動でスタンバイ状態にするには、次の方法 
があります。 

チェックク- 

リモートパワーオン機能を使用するため、 r デバイスマネージャ」のネッ 
トワークアダプタのプロパティで、 r 電源の管理」タブの r このデバイス 
で、コンピュータのスタンバイ巧態を解除できるようにする丄またはに 
のデバイスで、コンピュータのスタンバイ巧態を元に戻すことができる 
ようにする」をチ I ックした場合、ネットワーク状態を最新の状態に更新 
するため不定期にスタンバイ状態が解除される場合があります。 

V_ y 


■「スタート」ボタンからスタンバイ状態じする 
- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー■•「終了オプション」をクリツクし、「スタンパ 
イ」ボタンをクリック 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタンー►「シャツトダウン」をクリツクし、「スタンパ 
イ」を遠択して 「 OK 」 ボタンをクリック 

スタンバイ状態じなると電源ランプがオレンジ色に点灯します。 
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■電源スイッチでスタンバイ状態にする 

電源スイッチを押すと、電源ランプがオレンジ色に点灯し、スタンバイ状 
態になります。 

〇チェックク-, 

電源スイッチを巧してスタンバイ状態にする場合は、電源スイッチを4 
秒は上巧さないでください。電源スイッチを4秒が上押し続けると強制 
的に電源が切れ、保存していないデータは失われてしまいます。 


◎スタンバイ巧態から復帰する 

スタンバイ状態から手動で電源が入っている状態に復帰するためじは、 
ホの方法があります。 

なお、本機をキーボードやマウスでスタンバイ状態から復帰するには、 
キーボード/マウスのプロパティの「電源の管理」タブの「このデバイス 
で、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようじする」、または 
「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を元に房すことがで 
きるようにする」にチェックがが**、て L 、る必要があります。 

ぶ チェックク- 

Windows XP をお使いの場合、 USB 接続のキーボード/マウスのモデル 
で r このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるように 
する」にチェックが付いているとスタンバイ状態での消費電力が増加し 
ます。 

V_ J 

御弓/「キーボード」または r マウス」の設定の変更— Windows のヘルプ 
♦マウスを動かすか、キーボードのキーを巧す 

電源ランプがオレンジ色から緑色に変わり、スタンバイ状態から復帰し 
ます。 

♦電源スイッチを巧す 

電源ランプがオレンジ色から緑色に変わり、スタンバイ状態から復帰し 
ます。 

チェックク- 

電源スイッチを巧してスタンバイ状態から復帰する場合は、電源スイッ 
チを4秒な上巧さないでください。電源スイッチを4秒な上押し続けると 
強制的に電源が切れ、保存していないデータは失われてしまいます。 

















◎スタンバイ機能を使用するときのを意 

スタンバイ機能を使用するときじは、ホのような注意が必要です。これを 
ずっていただけないと、スタンバイ状態じするときの作業中のデータが 
失われたり、元通りじ復帰できないこともあります。 

参スタンバイ状態にする前の内容が失われるとき 

スタンバイ状態のとき じ'灰の ことが起きると、スタンバイ状態じする 
ときの作業中のデータは失われます。 

-電源ケーブルが本体や AC コンセントから外れたとき 
-停電が起きたとき 

-電源スイッチを約4秒が、上押し続けて、強制的に電源を切ったとき 

参スタンバイ巧態からの復帰が保証されないとき 

スタンバイ状態じするときの作業中のデータを保存中のとき、または 
スタンバイ状態からの復帰中にみのようなことを斤うと、スタンバイ 
状態じするときの作業中のデータは保証されません。 

. フロッピーディスクや CD 、 DVD などのディスクを取り出したり、巧 
换したとき 

また、次のような状態でスタンバイ状態じすると、作業中のデータは保 
証されません。 

-システム変更作業 （ ドライバの設定やプリンタの追化）中のとき 
. プリンタへ出力中のとき 
-音声または動画を再生しているとき 

. フロッピーディ スウ、).、ー ドディスク、 CD や DVD じアクセス中 
. スタンバイ機能に走！■応していないアプリケーションを使用中のとき 
•スタンバイ機能に巧応していない周辺機器やあ張ボードを使用中 
のとき 

- Windows の起動処理中、終了処理中のとき 

-通信用ソフトウエアで LAN などを使ってネットワークじ接続して 
いるとき 

参その他のを意 

-通信アプリケーションを使用中の場合は、通信アプリケーションを 
終了させてから、スタンバイ状態にしてくださ I 、。通信状態のまま 
スタンバイ状態じすると、回線が接続されたままじなり、電話料金 
力';加算される場合があります。 

- CD / DVD ドライブじフオト CD が入っているときじスタンバイ状 
態じした場合は、復帰するときじ多少の時間がかかることがあり 
ます。 
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CD や DVD の再生中にスタンバイ状態じした場合、 CD や DVD は再 
生され続ける場合があります。スタンバイ状態じする前に CD や 
DVD の再生を止めてください。 

SCSH ンタフエースボードを使用している場合、接続されている磯 
器によっては正しくスタンバイ状態から復帰できない場合があり 
ます。このような場合は、スタンバイ状態じしないでください。 
Windows 2000をお使いの場合、スタンバイ状態から復帰させた場 
合、 USB 接続機器(キーボード、マウス、プリンタ等)が動作しないこ 
とがあります。この場合は一度、 USB 機器を抜き差ししてください。 
また、印刷中にプリンタが停止し、「印刷キュー」じ印刷中のドキュメ 
ントが残っている場合は、すべてのドキュメントを一度キャンセル 
し、プリンタじ接続している USB ケーブルを抜き差ししてから再度 
印刷してください。 

なお、ドキュメントのキャンセルじは時間がかかる場合があります。 
スタンバイ状態からの復帰を斤った場合、本体はスタンバイ状態か 
ら復帰しているのじ、ディスプレイじは何も表示されない状態じな 
ることがあります。この場合は、マウスを勤かすかキーボードの 
キーを押すことじよってディスプレイが正しくま示されます。 


参スタンバイ巧態からの復帰が正しく実行されないときの解ま方法 

ホのような場合じは、スタンバイ状態からの復帰が正しくま斤されな 
かったことを表しています。 

. アプリケーションが動作しない 
. スタンバイ状態じする前の内容を復元できない 
. マウス、キーボード、電源スイッチを押してもスタンバイ状態から 
復帰しない 

このような状態じなるアプリケーションを使用中には、スタンバイ磯 
能は使わないでください。で一、電源スイッチを押しても復帰できな 
かったときじは、電源スイッチを約4秒た(上押し続けてください。電源 
ランプが消え、電源力靖制的に切れます。この場合、 BIOS セットアップ 
メニューの内容が、工場出荷時の状態に戻っていることがあります。あ 
要な場合は、再設定してください。 



か止状態/か止状態からの復帰(電源の手動操作) 


本機での作業を長時間中断する場合は、化止状態じすることじよって電 
力の消費を節約することができます。なお、本磯を電源スイッチじよって 
化止状態じするじは、「電源オプシ3ン」の設定を変更するあ要があり 
ます。 

をお/「電源オプシヨン」の設をの変ち-* ■ Windows のヘルプ 

'むチェックク- 

か止げ態/化止巧態から復帰する操作は、電源ランプの色が変わってから 
5秒は上の間隔をあけて行ってください。 


◎ ■(木止找態にする 

電源が入っている状態から手動で休止状態じするじは、ホの方法があり 
ます。 

♦「スタート」ボタンからか止状態じする 
- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー■•「終了オプション」をクリックし、に hift 】 を 
押しながら「休止状態」ボタンをクリック 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタンー ►「シャッ トダウン」をクリックし、「化止状 
態」を遠択して 「 OK 」 ボタンをクリック 

作業状態をハードディスクドライブじ保存し、本磯の電源が切れて休止 
状態じなります。 


♦電源スイッチを巧す 

作業状態をハードディスクドライブじ保存し、本磯の電源力';切れ、化止状 
態になります。 

〇チェックク- - 

電源スイッチを押して休止状態にする場合は、電源スイッチを4秒が上 
巧さないでください。電源スイッチを4秒な上}甲し続けると強制的に電 
源が切れ、保存していないデータは失われてしまいます。 
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◎イ木止状態から復帰する 

休止が態から手動で電源が入っている状態に復帰するには、次の手順が 
あります。 

♦電源スイッチを押す 

Windows が起動し、前回休止状態機能を使用して電源を切ったときと同 
じが態に復元されます。 

◎イ木止状態機能を使用するときのま意 

休止状態機能を使用するときには、次のような注意が必要です。これを 
守っていただけないと休止状態にするときの作業中のデータが失われた 
り、元通りに復帰できないこともあります。 

• イ木止状態からの復帰が保証されないとき 

休止が態にするときの作業中のデータを保存中のとき、または休止が 
態からの復帰中に次のようなことを巧うと、休止が態にするときの作 
業中のデータは保証されません。 

-フロッピーディスクや CD、DVD などのディスクを取り出したり、交 
換したとき 

-周辺機器の構成を変更峨りがけ/取り外し）したとき 

また、次のようなが態で休止が態にすると、作業中のデータは保証され 
ません。 

-システム変更作業（ドライバの設定やプリンタの追加）中のとき 
• プリンタへ出力中のとき 
. 音声または動画を再生しているとき 

. フロッピー ディスク 、ハー ドディスクを読み書き中のとき 
.CD や DVD を読み取り中のとき 

-休止が態機能に対応していないアプリケーションを使用中のとき 
-休止が態機能に対応していない周辺機器や拡張ボードを使用中の 
とさ 

* Windows の起動処理中、終了処理中のとき 

-通信用ソフトウエアで LAN などを使ってネットワークに接続して 
いるとき 






参その他のを意 

-通信アプリケーションを使用中の場合は、通信アプリケーションを 
終了させてから、化止状態にしてくださ V 、。通信状態のまま化止状 
態にすると、強制的に通信が切断されることがあります。 

- CD / DVD ドライブじフォト CD が入っているときじ休止状態じし 
た場合は、復帰するときに多少の時間がかかることがあります。 

-化止状態からの復帰を斤った場合、ディスプレイじ何も表示されな 
い状態じなることがあります。この場合は、マウスを動かすかキー 
ボードのキーを押すことじよってディスプレイが正しく表示され 
ます。 

.SCSH ンタフエースボー ドを使用している場合、接続されている機 
器によっては正しく化止状態から復帰できな V >場合があります。こ 
のような場合は、化止状態にしないでください。 

- Windows 2000をお使1、の場合,休止状態から復帰したときじ USB 
接続機器(キーボード、マウス、プリンタ等)が動作しないことがあり 
ます。この場合は一度 USB 機器を抜き差ししてください。また、印刷 
中じプリンタカ M 亭止し、「印刷キュー」じ印刷中のドキュメントが 
残っている場合は、すべてのドキュメントを一度キャンセルし、プ 
リンタじ接続して I 、る USB ケーブルを抜き差ししてから再度印刷 
してください。 

なお、ドキュメントのキャンセルじは時間がかかる場合があります。 

参が止找態からの復帰が正しく実行されないときの解ホ方法 

ホのような場合じは、化止状態からの復帰が正しくま斤されなかった 
ことをましています。 

. アプリケーションが動作しない 

-化止状態じする前の内容に復帰できない 

-電源スイッチを押しても化止状態から復帰できない 

このような状態じなるアプリケーションを使用中には、化止状態機能 

は使わな V 、でくださ I 、。で 一、 電源スイッチを押しても復帰できなかっ 

たときじは、電源スイッチを約4秒が、上押し続けてくださ I 、電源ラン 

プが消え、電源が強制的に切れます。 

この場合、 BIOS セットアップメニューの内容が工場出荷時の状態に 
房っていることがあります。あ要な場合は、再設定してください。 


電源 


本体の構成各部 


電源の自動操作 


タイマ（電源オプション、 Timer-NX)、LAN、 回線からのアクセスけモー 
い巧ーオン機齡じよって、自動的に電源の操作を斤うことができます。 

^子で、 J り!! - 

タイマ丄 AN の自動操作によるスタンバイ状態からの復帰を行った場合、 
本体はスタンバイから復帰しているのに、ディスプレイには何も表示され 
ない状態になることがあります。この場合、マウスを動かすかキーボード 
のキーを押すことによってディスプレイが表示されます。 


◎電源オプション 


过 

本機はエネ ルギースター じ巧あしていますので、省エネ ルギー のためエ 
場出荷時に スタ ンバイ状態じなるようじ設定してあります。 

- Windows XP の場合 

「コント ロールパネル」一►「パフオー マンスとメンテナンス」をクリック 
し、「電源オプション」の「システムスタンバイ」を設定する。 

- Windows 2000の場合 

「コント ロールパネル」一 ►「電源オプション」の「システムスタンバイ」を 
設定する。 

設定した時間を経過しても、マウスやキーボードからの入力および'ノ、一 
ドディスクドライブへのアクセスなどがない場合、自動的にディスプレ 
イの電源を切ったり、スタンバイ状態じすることができます。 

また、情源オプション」の「システム化止状態」を設定しておくと、設定し 
た時間を経過しても、マウスやキーボードからの入力およびハードディ 
スクドライブへのアクセスなどがない場合、自動的に化止状態じするこ 
とができます。工場出荷時はみのようじ設定されています。 



モニタの 

電源を切る 

八ードディスク 
の電源を切る 

システム 
スタンパイ 

システム 
休止状態 

工場出荷時の設定値 

約2日分 

約3日分& 

約2日分 

なし 


《め30分で切れるように設定されていますボ、柄20分後にはスタンバイ状態に移行し 
て、ぃー ドデイスクドライブの電源が切れます。 

参照/電源オプシヨンの設定-* ' Windows のヘルプ 
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◎ Timer-NX 

「Timer-NX」 のタイマ機能およびオフタイマ機能を使って、指定した時刻 
じ電源を切る、またはスタンバイ状態/化止状態から復帰することができ 
ます。 

を照/『巧用ガイドソフトウIア編 』r アプリケーションの概要と削除/追加」 
「Timer-NX」、Timer-NX の ヘルプ 

◎リモートパワーオン機能 (LAN による電源の自動操作） 

LAN (口ーカルエリア ネット ワーク） 経由で、離れたところじある パソコ 
ンの電源を操作する機能です。 

参照/.「セキュリティ/マネジメント機能」 r マネジメント機制の r リモーい、リー 
オン機能 (Remote Power On 機能)」 (P.106) 

.「LAN (口ーカルエリアネットワーク）」「リモートパワーオン機能の設を」 

(P.91) 


■本体の構成各部 


電源 
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参照/ 


キーボード 

ここでは、さまざまなキーボード、日本語入力、キーボードの使用上のま 
意に ついて 説明します。 

キーボード- •■Windows のヘルプ 


添付されるキーボードの種類 


本機に添がされるキーボードには、接続するィンタフュース、キー配列、 
収納方法などの違いじより、ホの種類のキーボードがあります。 


キーボードの種類•を称 

インタフエース 

キー配列 

収納方 ミ 去 

PS /2 接続 

のキーボード 

PS /2 ] 09キーボード 

PS /2 

10日配列 

横置を 

テンキー付さ PS /2 ル型キーボード 

109準拠 

縦置さ 

US 巨接続の 

キーボード 

US 巨109キーボード 

USB 

10日配列 

横置を 

テンキー巧き USB ル型キーボード 

10日準拠 

縦置を 


◎収納方ま 

本機に添がされるキーボードには、キーボードを使わないときの収納方 
法として、縦置き収納型と横置き収納型の2つがあります。 


■縦置き収納型 ■横置き収納型 



縦置き収納型は、キーボードを使わないときに、キーボードを縦置きじす 
ることができるタイプ（スタンドタイプ）で、机上のスペースを広くする 
ことができます。横置き収納型は、キーボードを使わないときも、横置き 
のままのタイプです。 
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使用上のま意 


◎ N キーロールオーパ 

N キーロールオーバとは、複数のキーを同時に押した場合に、最後に入力 
したキーが有娜こなる機能です。ただし、本機のキーボードは、疑似 N キー 
口ールオーバのため、複数のキーを同時に押した場合には、正常に表示 さ 
れないことや、有タカじならないことがあります。 

◎ USB 接続のキーボードのほき差し 

電源が乂った状態で USB 接続のキーボードを抜き差しする場合、 USB 接 
続のキーボードが取り外されたことや取りがけられたことを、本体が認 
識するためじは数秒一10秒程度必要です。瞬固的な抜き差しを繰り返す 
とキーボード入力ができなくなることがあります。 

キーボード入力ができなくなってしまった場合は、 USB 接続のキーボー 
ドを正しく接続した後に、電源スイッチを4秒上押し続けて強制的に電 
源を切り .Windows を再起動してください。 


USB 接続のキーボードの使用上のを意 


USB 接続のキーボード (USB 109キーボード、テンキー付•き USB 小型キー 
ボード）の裏面には、 USB 機器を接続するためのハブが装備されていま 
す。1つは標準添がのスクロールボタンがきマウスを接続してください。 
ハブを2つ装備しているキーボードの残りの1つじは別売の USB 機器を接 
続できますが、ホの制限があります。 



本体の構成各部 


キーボード 
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◎ 電源容量による接続の制限 


. USB 接続のキーボードの USB ハブは 、 USB バス パワードハブと呼ばれ 
るハブで、電源が接続先から供給されて動作するハブです。 

USB 機器じは、接続先に要求する電源の容量じよって、「ハイパワーデ 
バイス」と「口ーパワーデバイス」の2種類に分類されます。 USB 接続の 
キーボードに接続できる USB 機器は「口ーパワーデバイス」のものに限 
られます。 

ィ J モ I ハイパワーデバイス、口ーパワーデバイス 

ハイパワーデバイス：接続先に 500 mA が、下の電源を要求する USB 機器。 

口ーパワーデバイス：接続先に100 mA な下の電源を要求する USB 機器。 

- USB の仕様では、 USB 機器は最大5段まで縦列接続が可能ですが、ま際 
のシステム運用上では2段までの縦列接続でご使用じなってください。 

-本ハカこ USB 2.0 対■応機器を接続すると、 USB 転送速度が最大 12 Mbps 
じ制限されます。 





キーの名称 


© PS /2 109キーボード、 USB 109 キーボード 


キーボード上には、文字を入力するキーの他に、ソフトウエアの操作に使 
う特殊なキーがあります。これらのキーの機能は使用するソフトウエア 
じよって異なります。 

面 Scroll Lock ランプ 
固 Caps Lock ランプ 
面 Mum Lock ランプ 


MEC^ \ \ 

R 问问问问 I 网问巧问 I 向网网网 11 闇國國 I 〇 〇 

を 

〇 

勵 I; J;|J け I け產！ I い I けむ IUII ご 亦」 U_l 禪 

卜 い e| 

圆囚巨 
固の臣 
回日区 
のの広 

□ 

0 

n 

円口円 mm ロロロロ m 阿 

片 1st 寺 End |「^句 
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|。"| | 々 1 卜 |1 IIHI H lull 冒 1 。ぃ 1 


1 1 ns II Del 


テンキー 


昏 C I :エスケープキー 
[ fi I 〜 If 12 ] :ファンクシ3ンキー 
プリ ントスクリーンキー 
スクロ ー ルロックキ ー 
ポーズ/ブレークキー 
半角/全巧/漢字 キー 
タブ キー 

キヤプスロ’ソク/英数 キー 
シフトキー 
コントロ'ーノレキ'一 

Windows キー 
アプリケーションキー 
オルト キー 
無変換 キー 


:スペースキー 


l^croll I 

I Lock I 

Pause 

Break 

圍 

國 

[CapsL 呵 

しち S J 

I な Sh け t| 

回 

團 

圓 

囚 

I ぉを与] 


I 変換 I :変換キー 

III 鬟 I :カタカナひらがな/ローマ字キー 
I 晋 I :エンターキー 
階占〕：ノく、ソクスぺ'ースキ'一 
I Insert I :インサ—トキ— 

I Delete j :デリ ' ートキー 

iHomej ;ホ ■ ー ムキ ■ 一 
lEndl :エンドキー 

:ページアップ キー 
@ :ページダウンキー 

■力—ソル移動キ— 
|觀| :ニュー メリ ックロックキー 

キーボード 
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◎テンキー付き PS/2 小型キーボード、テンキー付き USB 小型キーボード 


エスケープキー 


:スペースキー 

F1 司：ファンクションキー 

〔変換] 

変換キー 

プリントスクリーンキー 

f カタカナ 1 
ひらがな 
し 口 - マ宇 J 

カタカナひらがな/ローマ字キー 

スクロールロックキー 

阿 

エンターキー 

ポーズ/ブレークキー 

fBaclT ] 

space 

バツクスぺ'ースキ'一 

半角/全角/漢字キー 

卜 ssrti 

インサートキー 

タブキー 

〔。eletej 

デリートキー 

キャプスロック/ 英数 キー 

1 llomn]! 

ホームキー 

シフトキー 

图 

エンドキー 

コントロ'ールキ'一 


ページアップキー 

Windows キー 

レ 画 j 

ページ ダウン キー 

アプリケーションキー 

国园圖圖：力—ソル移動キー 

オルトキー 

[Num 
[Lock 1 

ニューメリックロックキー 

無変換キー 

间 

Fn キー 


し 

-を Num Lock フンプ 

1 - 窗 Caps Lock ランプ 

1 1 - 固 Scroll Lock ランプ 
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キーの 使い方 


◎特ななキーの使い方 


キー 操作 

説 明 

【Sh け t】+ に aps Lock 】 

一度巧すと Caps Lock ランプび点 
灯し、アルファベットを入力すると大 
文字び入力されます。 

わう一度押すと Caps Lock ランプ 
び消灯し、アルファベットを入力する 
とル文字び入力されます。 

【半角/全角/漢字】 

( MS - IME 200 0、 MS - IME 2002、 

IME 2003使用時のみ） 

一度巧すと日本語入カシステムび才 
ンになり、日本語び入力できるよラ 

になります。 

をラー度巧すと日本語入カシステム 
びオフになり、日本語び入力できな 
くなります。 

[Alt] + 

【カタカナひ 5 びな/ローマ字】 

日本語入カシステムびオンになって 
いるとさ、一度巧すとかな入カモー 
ドになり、キー上面のかな艾字で曰 
本語を入力できるようになります。 

をラー度巧すと□ーマ字入カモード 
になり、キー上面のアルファベットの 
組み含わせで曰本語を入力でをる 
よラになります。 

[Num Lock] 

一度巧すと Num Lock ランプが点 
灯し、テンキーの数字び入力でさる 
ようになります。わラー度巧すと 
Num Lock ランプび消口し、テンキー 
の記号を入力したり、キーに刻印さ 
れている機能を使用することびでき 

るよラになります。 

【Scroll Lock] 

一度押ずと Scroll Lock ランプび点 
灯し、ちラー度巧すと消灯します。 

アプ U ケーシヨンによって機能び異 

なります。 


■本体の構成各部 


キーボード 
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キー 操作 

説 明 

【Caps Lock 】 

日本語入カシステムびオンになって 
いるとさ、一度押すと英数字び入力 
されるよラにな0ます。 

【カタカナひ5びな/□ーマ字】 

日本語入カシステムびオンになって 
いて英数字び入力されるモードになっ 
ているとき、一度押すとひらびなや 
カタカナを入力できるよラになります。 

[ Fn ] 

(テンキー付を PS /2 小型キーボード、 

テンキー付き US 巨ル型キーボードのみ） 

他のキーと組み合わせて機能を実 
行します。 


◎ ホットキ - 機能 （【 Fn 】 の使い方 ) 


テンキー付•き PS /2 小型キーボード、またはテンキー(寸き USB 小型キー 
ボードをお使1、の場合は、 【Fn】 と他のキーをホ且み合わせることで、設定を 
キー操作で簡単に調整することができます。これをホットキー機能とい 
います。 


キー 操作 

機 能 

説 明 

【 Fn 】 +【 t 】 

Page Up 

【P 呂 Up 】 の役割 

【 Fn 】 +【 i 】 

Page Dn 

【p 呂 加】の役割 

【 Fn 】 + 卜】 

Home 

[ Home ] の役割 

【 Fn 】 + 【一】 

End 

【 End 】 の役割 


キーボードの設定をする 


Windows でキーボードをより使いやすく設定することができます。設定 
じついて詳しくは、 Windows のヘルプをご覧ください。 
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日本語入力 


漢字やひらがななどの日本語を入力するには、日本語入カプログラムを 
使います。本機では各モデルごとに(下の日本語入カプログラムが使用 
できます。 

■ Windows XP の場合 


日本語入力 
プ□グラム 

アプリケーシヨン 
レスモデル 

Office 

Personal 2003 
モデル 

MS-IME2 日日 2 

〇 

A 

IME2003 

— 

〇 


■ Windows 2000の場合 


曰本語入力 
プ□グラム 

アプリケーション 
レスモデル 

Office 

Personal 2003 
モデル 

MS-IME2 日日日 

〇 

A 

IME 2003 

— 

〇 


〇：インストールされており、工場出荷時に標準で使用する設定になっている日本語 
入カプログラム 

A : インストールされている日本語入カプログラム 

◎日本語入力のオン/オフ 

日本語入力のオン/オフを切り替えるじはホの方法があります。 

-キーボードの【半角/全角/漢字】を押す 

•タスクバーの右下のイ^^をクリックし、表示されるメニユーから選択する 

「巧 7■エック ク - . 

[ MS - IME 2002、または IME 2003をお使いの場合、/は表示されません 。I 

◎日本語変換の手順 


日本語の変換にはさまざまな方法があります。詳しくは、 MS - IME のへル 
プをご覧ください。 

地 

日本語変換のヘルプを表示するには、ツールバーのヘルプアイコンをク 
リックしてください。 


本体の構成各部 


キーボード 

















マウス 

ここでは、マウスの使用方まについて説明します。 


マウスについて 


本磯に添がされるマウスは、スクロールボタン(寸きマウスです。 

スクロール ボタン 


戸 


ホボタン • 


-右ホタン 


W 


マウスのクリック とは、 マウスの ボタンを押して離す操作です。特に指定 
がない場合は左ボタンを使います。 

◎スクロールボタン付きマウスのスクロールボタンの使い方 

通常は スクロール ボタンを上に押し続けたり、手前へ弓 I き続けることで 
上下に スクロール します。 

また、スクロールボタンをクリックしたり、 押 し 続けたときに スクロール 
アイコンが 表示されます。 その 場合は、吉角 マークの 方向に マウスを 動か 
すと画面を上下に スクロールさせる ことができます。 スクロールボタン 
を 再度 クリックしたり、 指を離すと スクロールアイコンが'? 肖えます。 

チェックク-, 

スクロールボタンはアプリケーシヨンによっては使用できない場合が 
あります。 

V_ ) 
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ディスプレイ 


本機には、ウインドウアクセラレータ機能が標準で搭載されています。お 
使いの用途に応じた解像度や表示色に切り換えて使用できます。 


使用上のま意 


デジタルインタフェースを持つディスプレイとアナログインタフェー 
スを持つディ スプレイを同時に利用することはできません。 

別売のディスプレイ PC - KM 174、 PC - KM 212 は使用できません。 
リフレッシュレート（垂直走査周波数)の設定値はセットアップが完了 
したときじ、本体とディスプレイの組み合わせで最も適した値に自動 
的に設定されます。通常ご使用じなるときは設定を変更しないでくだ 
さい。機種じよってはリフレッシュレート（垂直走査周波数)の設定を 
「画面のプロパティ」で変更できる場合があります力';、ディスプレイが 
サポートしていないリフレッシュレートを設定すると画面が乱れるこ 
とがあります。 


画面表示を調整する 


液晶ディスプレイで、文字がじじむときや縦縮状のノイズなどがあると 
きは、液晶ディスプレイの調整があ要です。ディスプレイじ添付•のマニユ 
アルをご覧じなり、ディスプレイを調整してください。 

• あ晶ディスプレイ (F15M01、F17M02) をアナログあ晶ディスプレイと 
して使用した場合、またはアナログ液晶ディスプレイ （F15K02、 
F17K02) の場合 

「画面調整用 BMP ファイル」力';「アプリケーション CD - ROM 」 じ格納さ 
れています。詳しくは、ディスプレイじ添かのマニュアルをご覧くださ 


. あ晶ディスプレイ (F15M01、F17M02) をデジタルあ晶ディスプレイと 
して使巧した場合 

画面の位置、サイズなどの調整はあ要ありません。 

•アナログ液晶ディスプレイ （LCD1560V.LCD1760V) の場合 

ディスプレイ本体のオートアジャスト機能で調整してください。詳しく 
は、ディスプレイじ添かの マニュアルを ご覧ください。 
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表示能力 


表示能力は、本機の グラフ ィ ックアクセラレータのサポート する モード 
(解像度/表示色/垂直走査周波数)です。実際に表示できる モー ドは接続 
するディスプレイじより異なります。ディスプレイごとの表示能力は、が、 
下の表をご覧ください。 

广り チェックク- 

あ晶ディスプレイでは、サポートする最大解像度よりも、解像度を小さく 
設定した場合は、拡大表示となることがあります。拡大表示では、で宇の 
線や太さが不巧一になつたり、ぼやけた感じになることがあります。 

V_ y 


■ 15型液晶デイスプレイの場合 


解橡度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 

周波数 

[ KHz ] 

垂直走査 

周液数 
[ Hz ] 

F 1 已 M 01 

LCD 

1己 60 V 

F 1 已 K 02 

デジタル 

アナ□グ 


2已曰色が 

31.己 

白0 

〇 

〇 

〇 

〇 

640 X 480*1 

6已，己3曰色 

37.己 

7巳 

X 

〇 

〇 

〇 


1’日77万色※2 

43.3 

8已 

X 

X 

X 

X 


吕已巨色*' 

37.9 

白0 

〇 

〇 

〇 

〇 

800 X 600 

6已，己3巨色 

4巨.日 

7已 

X 

〇 

〇 

〇 


1,己77万芭*吕 

已 3. 7 

8已 

X 

X 

X 

X 


吕已曰色*1 

48.4 

白0 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 ,024 X 768 

巨已，已3曰色 

巨0.0 

7已 

X 

〇 

〇 

〇 


1 ’677万色&吕 

68.7 

8已 

X 

X 

X 

X 


2已曰色*1 

64.0 

白0 

X 

X 

X 

X 

1,280 X 1,024 

巴已，已3曰色 

80.0 

7已 

X 

X 

X 

X 


1’677万色*2 

91.1 

8已 

X 

X 

X 

X 


吕已巨色*1 

7己.0 

白0 

X 

X 

X 

X 

1,曰00 XI ,200を4 

6已，己3巨色 

93.8 

7巳 

X 

X 

X 

X 


1’巨77万芭&9 

106.3 

8巳 

X 

X 

X 

X 


《1 : Windows XP では 640 X 480 ドットおよび256色の表示には設定の変更が必要で 
す。 

《2:グラフィックアクセラレータの持つ最大発を撒です。 F 1 日 M 0 し LCD 1 日 60 V 、 
F 15 K 02 では、ディザリング機能じより、約1，619でをを実現していまず。 
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■17 型液晶デイスプレイの場合 


お橡度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 

周波な 

[ KHz ] 

垂直走査 

周波数 

[ Hz ] 

F 1 フ K 0 己 

LCD 

17 巨 0 V 

F 17 M 02 

デジタル 

アナ□グ 


2已曰色※1 

31 ' 已 

己己 

〇 

〇 

〇 

〇 

640 X 480*1 

6已，已3已 g 

37‘已 

7己 

〇 

〇 

X 

〇 


1,677万色*9 

43.3 

8己 

X 

X 

X 

X 


2已曰色※1 

37.9 

已〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

800 X 600 

6已，已3己哲 

46.9 

7己 

〇 

〇 

X 

〇 


1,677万色^ 

53.7 

8已 

X 

X 

X 

X 


2已曰色*1 

48.4 

60 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 ,024 X 768 

6已，巳3白色 

60.0 

7已 

〇 

〇 

X 

〇 


1’日77万を※百 

68.7 

8己 

X 

X 

X 

X 


2已曰色 

巨4.0 

60 

〇 

〇 

〇 

〇 

1 ,280 X 1 ,024 

6已，已3已 g 

扫〇‘0 

7己 

〇 

〇 

X 

〇 


1.巨77万色※2 

91.1 

8己 

X 

X 

X 

X 


吕已曰色^1 

75.0 

60 

X 

X 

X 

X 

1’曰 00 X 1, 200 

6已，已3己色 

93.8 

7己 

X 

X 

X 

X 


1,677万色*9 

106.3 

8己 

X 

X 

X 

X 


《1 : Windows XP では 640 X 480 ドットおよび256色の表示には設定の変更が必要で 
す。 

《2:グラフィックアクセラレータの持つ最大発を数です。 F 17 K 02、 LCD 1760 V 、 
F 17 M 02 では、ディザリング機能じより、約1，619で色を実現しています。 


■本体の構成各部 


ディスプレイ 
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■17 型 CRT ディスプレイの場合 


解像度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 

周波な 

[ KHz ] 

垂直走査 

周波数 

[ Hz ] 

FE 770 


2已巨色* 

31.已 

扫〇 

〇 

640 X 480* 

6已，己3曰色 

37.日 

7巳 

〇 


1.677万色 

43.3 

扫巳 

〇 


吕已曰色* 

37.9 

白0 

〇 

800 X 600 

6已，己3巨色 

4巨.日 

7巳 

〇 


1,677万色 

已 3. 7 

8巳 

〇 


2已曰色* 

48.4 

白0 

〇 

1 .024 X 768 

6已，己3巨色 

60.0 

7已 

〇 


1,677万色 

68.7 

8已 

〇 


2已曰色* 

巨4.0 

白0 

〇 

1,280 X 1,024 

巨已，已3曰色 

80.0 

7已 

X 


1,677万色 

91.1 

8已 

X 


2已曰色* 

7己.0 

扫〇 

X 

1,600 X 1,200 

6已，已3曰色 

93.8 

7已 

X 


1,677万色 

106.3 

8已 

X 


※： Windows XP では 640 X 480 ドットおよび256色の表示には設定の変更が必要です。 
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■ 別売のデイスプレイを使う場合 


《1 : Windows XP では、 640 X 480 ド.ソトおよび、256色の表巧には設定の変爱が必要で 

す。 

《2:グラフィックアクセラレーダのサポートするモード（解像度/表示色/垂直走査周 
波数)です。実隙に表示できるモードは接続するディスプレイにより異なります。 
また、液晶ディスプレイでは、サポートする最大解像度よりも小さく設定した鳴合 
は拡大表示となることがあります。拡大表示では、文字の線や太さが不均一になっ 
たり、ぼやけた感じになることがあります。 

地 

実際に表示できるモードじついて詳しくは、お使いのディスプレイじ添 
付•の マニュアルを ご覧ください。 


お橡度 

[ドット] 

表示色 

水平走査 

周波な 

[ KHz ] 

垂直走査 

周波数 

[ Hz ] 

デジタルディスプレイ 

アナ□グディスプレイ 


2已曰色※1 

31 ' 已 

己己 

が吕 

〇※吕 

640 X 480*1 

6已，已3已 g 

37.已 

7己 

X 

〇※吕 


1.677万色 

43.3 

8己 

X 

〇※吕 


吕已曰色 

37.9 

已〇 

が吕 

〇※吕 

800 X 600 

6已，巳36色 

46.9 

7己 

X 

〇※吕 


1 ’677万色 

53.7 

8已 

X 

〇※吕 


2已曰色 

48.4 

60 

ぴ百 

〇※吕 

1 ,024 X 768 

6已，已3已 g 

60.0 

7已 

X 

〇※吕 


1 ’677万色 

68.7 

8己 

X 

〇※吕 


2已曰色 

64.0 

60 

ぴ百 

〇※吕 

1 ,280 X 1 ,024 

巨已，已3己 g 

扫〇‘0 

7己 

X 

〇※吕 


1.677万色 

91.1 

8己 

X 

〇※吕 


2已曰色※1 

75.0 

60 

ぴ百 

〇※吕 

1，日00 XI ,200 

6已，已3己色 

93.8 

7己 

X 

〇※吕 


1,677万色 

106.3 

8己 

X 

〇※吕 


本体の構成各部 


ディスプレイ 
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別売のディスプレイを使う 


本機には別売のディスプレイも接続することができます。別売のディス 
プレイを使用する場合は、「表示能力」 ( P .54) を参考に、適合するディスプ 
レイを使用してください。 

お使いじなるディスプレイのインターフェイスじよって接続するコネ 
クタが異なります。それぞれのインターフェイスに接続できるコネクタ 
はな下の通りです。 

「巧 7■ェック ク - - 

( お使いの機種によっては、変換ケーブルが必、要になります。 J 


参アナログインターフェイスのディスプレイを接続する場合 

本体のアナログ RGB コネクタじ接続してください。 

RADEON X 300 SE モデルの場合は、 DMS -59 コネクタに、添かのアナ 
ログケーブル（デュアルディスプレイ巧応）を接続する必要がありま 
す。 


参デジタルインターフ I イスのディスプレイを接続する場合 

DVI - D ボードモデルの場合は, DVI - D コネクタじ接続してください。 
RADEON X 300 SE モデルの場合は、 DMS -59 コネクタじ、別売の専用 
コネクター DVI-D (メス）デジタルディスプレイケーブルを接続する 
必要があります。 

^0チェック ク - . 

本体が、ディスプレイに合わせて正しく設をされていないと、ディスプレ 
イに何も表示されないことがあります。 

\_ J 


参照/接続する DV ロネクター r 本体背面」 ( P .24) 

DVI (Digital Visual Interface ) は、新しく作成された業界標準仕様のビデ 
才信号用インタフェースです。 DVI-I ( Integrated ) は、デジタルビデオ信号 
とアナログビデオ信号を、同じコネクタ内に収容し、化力することができ 
ます。 DVI-D ( Digital ) は、デジタル信号のみ出力することができます。 


RADEON X 300 SE モデルでは、2台のディスプレイを本機に接続して表 
示を切り替えながら使うことができます。 

また、同じ画面を2台のディスプレイに表示したり、2台のディスプレイを 
使って、ひとつの画面として表示することができます。 
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参照/ •表示するディスプレイを切り替えて使う一「表示するディスプレイを変更 
する （RADEON X 300 SE モデルのみ)」 （ P .59) 

•同じ画面を2台のディスプレイに表示する一「ク□ーンモード機能 
(RADEON X 300 SE モデルのみ）」 （ P .60) 

•2 台のディスプレイをひとつの画面として表示する一「デュアルディスプレ 
イ機能 (RADEON X 300 SE モデルのみ)」 （ P .62) 


表示するディスプレイを変更する （RADEON X300 SE モデルのみ) 


2台のディスプレイを接続した場合、コントロールパネルを使って画面 
の出力先を切り替えることができます。 

チェックク- 、 

動画巧生のソフトウェァを起動中は、画面の切り替えを巧わないでくだ 
さい。画面の切り替えを行った場合は、動画再生のソフトウエアを巧起動 
してください。 


7 2台のディスプレイを接続し、電源を入れる 

参照/ 別売のディスプレイなどを接続するには一 r 別売のディスプレイを使う」 
い- 58) 

2 本機の電源を入れる 

3 次の操作を行う 

- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー►「コント ロール パネル」をクリックし、「デス 
クトップの表示とテーマ」一►「画面」をクリック 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタン—「設定」一►「コント ロール パネル」をクリック 
し、「画面」をクリック 
「画面のプロパティ」が表示されます。 

4 「設定」タブをクリックし、 r 詳細設定」ボタンまたは r 詳細」ボタ 
ンをクリック 

5 「面面」タブをクリック 

ディスプレイの接続状態がま示されます。 


■本体の構成各部 


ディスプレイ 
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6 表示するディスプレイの巧 F ■をクリックして^にする 

複数の匹をクリックすることで同時表示することができます。 

7 「0 K 」 ボタンをクリック 

設定を保存するかを確認するメッセージが表示されます。 

S 「はし、」ボタンをクリック 
9 「0 K 」 ボタンをクリック 

これで、画面の出力先の切り替えは完了です。 


クローンモード機能 (RADEON X 300 SE モデルのみ) 


クローンモードとは、2台のディスプレイを接続した時に、同時に同じ画 
面をま示できる機能です。2台のディスプレイじ同時に同じ画面をま示で 
きるので、プレゼンテーションなどをする時に便利です。 

广 。チェックク-, 

I 画面の解像度によっては、クローン表示にならなぃ場合があります。 I 

クローンモードを利用するじは、画面を表示するディスプレイのオン/ 
オフ、プライマリ/セカンダリを次の手順にしたがって設定します。 

7 2台のディスプレイを接続し、電源を入れる 

参照/別売のディスプレイなどを接続するには一 r 別売のディスプレイを使う」 
い- 58) 

2 本機の電源を入れる 
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次の操作をィ于フ 
- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー「コント ロール パネル」をクリ 、ソク し、「デス 
クトップの表示とテーマ」一►「画面」をクリック 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」をクリック 
し、「画面」をクリック 
「画面のプロパティ」が表示されます。 

4 「設定」タブをクリックし、 r 詳細設定」ボタンまたは r 詳細」ボタ 
ンをクリック 

5 「画面」タブをクリック 

表示するディスプレイの接続状態が表示されます。 

Q 表示するディスプレイの匹グをクリックして^にする 

表示をすべてオフじすることはできません。どれかひとつはオン 
の状態になっています。 

7 表示するディスプレイの下の I 図けライマリ）または画(セカン 
ダリ）をクリック 

「分子で)。!! - . 

( すべてをセカンダリに設定することはできません。 J 


8 「 OK 」 ボタンをクリック 

設定を保存するかを確認するメッセージが表示されます。 

9 「はし、」ボタンをクリック 
10 「 OK 」 ボタンをクリック 

設定が有タカじなり、クローン表示じなります。 
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デュアルディスプレイ機能 (RADEON X 300 SE モデルのみ) 


デュアルデイスプレイ （Dual Display ) とは、2台のデイスプレイを使っ 
て，ひとつの画面として表示できる機能です。2台のデイスプレイを続き 
画面として利用できるので、表示できる範囲が広くなります。 


^立 

デュアルディスプレイ機能は、同じ画面を2つのディスプレイじ表示する 
機能とは異なります。 

〇チェックク-, 

画面の解像度によっては、デュアルディスプレイ表示にならない場合が^ 
あります。 

V ,_ J 


◎デュアルディスプレイ機能を使う準備をする 

画面をま示するディスプレイのオン/オフ、プライマリ/セカンダリを 
ホの手順にしたがって設定する必要があります。 

1 2台のディスプレイを接続し、電源を入れる 

参照/別売のディスプレイなどを接続するには一 r 別売のディスプレイを使う」 
( P .58) 

2 本機の電源を入れる 

3 次の操作を行う 

- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー►「コント ロール パネル」をクリックし、「デス 
クトップの表示とテーマ」一►「画面」をクリック 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」をクリック 
し、「画面」をクリック 
「画面のプロパティ」が表示されます。 

4 「設定」タブをクリックし、 r 詳細設定」ボタンまたは r 詳細」ボタ 
ンをク U ック 
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5 「面面」タブをクリック 

ディスプレイの接続状態が表示されます。 

6 表示するディスプレイの匹グをクリックして^にする 

表示をすべてオフじすることはできません。どれかひとつはオン 
の状態になっています。 

7 表示するディスプレイの下の I 回けライマリ）または画(セカン 
ダリ）をクリック 

广り チェックク- 

( すべてをセカンダリに設定することはできません。 J 


8 「0 K 」 ボタンをクリック 

設定を保存するかを確認するメッセージが表示されます。 

9 「はし、」ボタンをクリック 

10 「0 K 」 ボタンをクリック 

設定力巧効じなり、デュアルディスプレイ機能を使う準備が終了しまし 
た。 


◎デュアルディスプレイ機能を使う 

デュアルディスプレイ機能を使うじは、あらかじめ本機に2台のディスプ 
レイを接続しておいてください。 

1 次の操作を行う 

- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー►「コント ロール パネル」をクリ ツク し、「デス 
クトップの表示とテーマ」一►「画面」をクリック 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタン—「設定」一►「コントロールパネル」をクリック 
し、「画面」をクリック 
「画面のプロパティ」が表示されます。 


M ホ 


ディスプレイ 
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2 「設定」タブをクリック 

3 「2」と表示されたディスプレイのイラストををクリック 

4 表示されたメニューから r 接続」をクリック 

5 「適用」ボタンをクリック 

6 「0 K 」 ボタンをクリック 

これでデュアルディスプレイ機能を使用することができます。 

◎デュアルディスプレイ機能を解除する 

「デュアルディスプレイ機能を使う」 ( P . 63) と同様の手順を斤って解除し 
てください。 


ディスプレイの省電力機能 


本磯は 、 VESA (Video Electronics Standards Association ) で定義され 
ているディスプレイの省電カモード （ DPMS : Display Management 
System ) に対応しています。 

工場巧荷時の設定は、マウスやキーボードからの入力がな L 、状態が続く 
と、約20分でディスプレイの電源を省電カモードにするように設定され 
ています。 

参照/ ディスプレイの省電力機能 一 Windows のヘルプ 

ぶ チェックク- 

「電源の管巧のプロパティ」の r モニタの電源を切る」と r 画面のプロバ 
テイ」の r スクリーンセーパー」タブの r スクリ-ンセ-パ—」の r 待ち時 
間」に同じ時間を設ましないでください。 


^句 

本 磯は エネルギースターに 対応していますので、 省エネルギーの ためエ 
場か荷時に スタ ンバイが態になるように設定してあります。 


64 


ディスプレイ 










八ードディスクドライブ 

ハードディスクドライブは、プログラムやデータを保存する非常に精密 
な装置です。振動や衝撃などが加わらないよう、取り扱いにごま意くださ 
し、。コンピユータの使用中に、ハードディスクドライブで障害が発生する 
こともありますが、軽い障害であればエラーチェックプログラムを使つ 
て修復できる場合があります。また、大切なデータを保護するため、を期 
的にデータのバックアップをとるようおすすめします。 


使用上のま意 


◎不をセクタ、スキップセクタ 

ハードディスクは、きわめて精密に製造されますが、データが高密度で記 
録されるため、読み出しエラーの起こりゃす1、場所ができることがあり 
ます。これを「不良セクタ」、または「スキップセクタ」といいます。パソコ 
ンは、このような場所にはデータを記録しないようじしています。 

ハードディスクじ巧して、エラーチユックをま斤すると、「不良セクタ」ま 
たは「スキップセクタ」と表示されることがあります力';、これは、不良セク 
夕、スキップセクタを使わないようじ予防されていたことを表しており、 
異常ではありません。なお、「不良セクタ」または「スキップセクタ」が表示 
された場合でも、性ディスク領域」または性ディスク容量」のバイト数* 
がホの表の値であれば不良ではありませんので、正常にお使いいただけ 
ます。 


內蔵八ードディスク 

正常値 

4曰 G バイト 

4曰,曰日日，00曰,曰00バイト！;(上 

8曰 G バイト 

S 曰,曰00,00曰’曰00バイト政上 

1 20 G バイト 

120,000,000,0曰〇ノて^ 卜 


《表の正常値は、領域を分割しない場合の値です。 

ハードディスクの記憶容量は、 1 M バイト=1，000,000バイト、 1 G バイト= 
1，000,00 0,0( K ) バイトで計算したときの M 、 G バイト値を示してあります。 
OS じよっては、 1 M バイト=1，048,576バイトで M バイト値を、 1 G バイト 
=1，073,741,824バイトで G バイト値を計算していますので、この値より 
も小さな値で表示されます。 


ハードディスクドライブ 













◎ハー ドディスクドライブの動作音に ついて 

ハードディスクドライブの動作中、本体から小さな音がする場合があり 
ますが、異常ではありません。 


ハードディスクのバックアップ 


本機に内蔵されているハードディスクドライブは、非常に精密に作られ 
ています。每々数千回転するディスク面と情報を読み取る磁気ヘッドの 
間は、わずかしか空いていません。このため、データを読み書きしている 
ことを示すハードディスク/ホディスクアクセスランプの点灯中には、み 
しの衝撃を与えても故障の原因となることがあります。 

また、温度、湿度条件をずれな t 、環境での使用が続いた場合は、ハード 
ディスクドライブ内部で使用している部品から極微量なガスが発生しま 
す。このガスは、磁気へッドじが着したり、二み的に マイクロ ダストを発 
生し、磁気へッドの姿勢を乱すなど故障の原因となることがあります。 
ハードディスクドライブが故障すると、大切なデータが一瞬じして使え 
なくなってしま I 、復帰できな t 、可能性があります。二度と同じものを作 
れないような大切なデータは、バックアップをこまめにとることをおす 
すめします。本磯にはハードディスクをバックアップするアプリケー 
ション 「Masty Data Backup 」 が添■(寸されています 。 Windows 2000モデ 
ルじは 「Masty Data Backup 」 は添付されていません。 

羣 お/『巧 用ガイドソフトウ I ア 編』 r アプリケーシヨンの概要と削除/追加」の 
「Masty Data Backup 」 

また、その他にも本機にはハードディスクドライブをバックアップする 
ホのアプリケーションが添がされています。 

添がされているアプリケーションじついて、詳しくは『活用ガイドソフ 
トウュア編』の「アプリケーションの概要と削除/追加」をご覧ください。 

■ StandbyDisk 

ハードディスクドライブの/ くックアップ、および障害時の復元 

■ StandbyDisk Solo RB 

ハードディスクドライブ内のパーティションのバックアップ、および 
障害時における原因部分の絞り込み 
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ハードディスクドライブ 





■ FastCheck モニタリンクユーティ りティ 

RAID 1 (ミラーリング）じよる2 つの ハードディスクドライブじ同じ内 
容を書き込んでバックアップをとる 

参照/い\-ドディスクドライブ （ IDE - RAID ボード搭載モデルの場合)」 （ P .71)、 
『 Mate 電子マニュアル』の UFastCheck モニタリングユーティリティ」につ 
いて」 

アプリケーションで作成したデータは、アプリケーションじよっては自 
動的に保存場所が決められている場合がありますので、バックアップを 
とる場合はアプリケーションのマニュアルをご置ください。 


■本体の構成各部 


ハードディスクドライブ 
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ドライブ番号の割り当て 


ハー ドディ スク ドライブや フロ ッピーディ スク ドライブじは、それぞれ 
呼び名が割り当てられています。これを「ドライブ番号」または「ドライブ 
文字」といいます。 

工場出荷時に割り当てられているドライブ番号はホの通りです。 

■ Windows XP の場合 

-増設 A — ドディスクドライブが搭載されていない場合および増設 M - ド 
ディスクドライブ ( S ね ndbyDisk あり）が搭載の場合 


ドライブ蚕号 

ドライブの種類 

A ドライブ 

フ□ッピーディスクドライブ 

C ドライブ 

A —ドディスクドライブ 

(プライマ U マスタ、第]パーティシヨン、 20 GB 、 NTFS ) 

□ドライブ 

A —ドディスクドライブ 

(プライマ U マス久第2>/ くーティシヨン、鶏りすべての領域、 NTFS ) 

E ドライブ 

CD / DVD ドライブ 


-増設/、ードデイスクドライブが搭載されている場合 ( S ね ndbyDisk あり 
を除く） 


ドライブ番号 

ドライブの種類 

A ドライブ 

フ□ツピーディスクドライブ 

C ドライブ 

八ードディスクドライブ 

(プライマリマスタ、第]パーティシヨン、 20 G 日、 NTFS ) 

D ドライブ 

増設八ードディスクドライプ 

(プライマ U スレース第1ノてーティシヨン、全ディスク領域、 NTFS ) 

E ドライブ 

八ードディスクドライブ 

(プライマ U マスタ、第掛くーティシヨン、残りすベての領域、 NTFS ) 

F ドライプ 

CD / DVD ドライブ 


なお、領域を変更する場合は、システム管理者などディスクの管巧に詳し 
い ユーザの 下で 斤って ください。 
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ハードディスクドライブ 
















广巧 チェックク- 

「ディスクの管理」ではドライブ番号の割り当てられていなし、領域が巧を 
しますが、不用意に肖嶋しないでくださし、。これは巧セットアップする場 
合に追、要な r 再セットアップ領域」であるため、ドライブ番号を割り当 
てていません。この領域の削除方法については、『活用ガイド再セット 
アップ 編 』 r PART 2 付録」をご覧くださし、。 

V_ J 

参照/ディスクの管理- ► Windows のヘルプ 
■ Windows 2000の場合 


ドライブ蚕号 

ドライブの種類 

A ドライブ 

フ□ツピーディスクドライプ 

C ドライブ 

八ードディスクドライブ 

(プライマ U マスタ、第]パーティシヨン、 20 GB 、 FAT 32) 

□ドライブ 

A —ドディスクドライブ 

(プライマ U マス久第2>/ くーティシヨン、残りすベての領域、 NTFS ) 

E ドライブ 

CD / DVD ドライブ 


なお、領域を変更する塌合は、システ厶管理者などディスクの管理に詳し 
い ユーザの 元で巧ってください。 

参照/ディスクの管理- ► Windows のヘルプ 



:ックディスクの操作手順 


1 マイコンピュータを開く 
- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー►「マイコンピュータ」をクリック 

- Windows 2000の場合 

デスクトップの「マイコンピュータ」をダブルクリック 

2 エラーチェックするハードディスクのアイコンをクリック 

3 「ファイル」 - r プロパティ」をクリック 

4 「ッール」タブをクリック 


ハードディスクドライブ 
















5 「チェックする」ボタンをクリック 

6 「チェックディスクオプション」を選択する 

jiJ 兰 

「ファ イルシステムエラーチュックを自動的 (こ 修復する」じチュックをが 
けると、ディスクチュック中に発見したェラーを自動的に修復します。 
「不良セクタをスキャンし、回復する」じチェックをがけると、ディスクの 
表面検査を斤 V 、、不良セクタを検出したときは使用しないようじします。 

7 「開始」ボタンをクリック 

チェックク- 

定期的にエラーチェックをして、/ドディスク上にエラーがないこと 
を確認してください。 


ハードディスクドライブ 









八ードディスクドライブ 

(IDE-RAID ボード搭載モデルの場合) 


使用上のま意 


ハードディスクドライブを使用するじあたっての基本的な注意じついて 
は、「ハードディスクドライブ」「使用上の注意」 ( P .65) を参照してください。 

◎バックアップについて 

本機は、2 つの ハードディスクドライブじ常に同じデータを保持すること 
じよってデータ保護を斤います力';、システムファイル自体に問題がある 
場合は/、'ックアップした他方のノ、ードディスクドライブからも Windows 
を立ち上げることができなくなります。そのため、重要なデータファイル 
じついては,添付•の 「 Masty Data Back 叩」などじよって、 CD - R や DVD - 
R 、 またはサーバなどじバックアップを取ることをおすすめします。 

参照/ バックアップ ー 『活用 ガイドソフトウェア 編 jr アプリケーシヨンの概要と 
削除/追カロ」の 「Masty Data Backup 」、 Windows のヘルプ 


◎不をセクタ、スキップセクタについて 

スキップセクタじついては、スキャンディスクやデフラグでファイルを 
正常に戻した内容もバックアップされますので、 RAID を意識することな 
くご利用いただけます。 

〇チェック ク -, 

IDE - RAID ボードを搭載した本機では、/、ードデイスクバスワード機能 
は利用できません。 


参照/ /、ードデイスクパスワード機能一 

rPART 2 システム設を」 r 設定項目一篇」の 「 Security の設を」 ( P .121) 


ハードディスクドライブ (IDE-RAID ボード搭載モデルの場合) 


















RAID について 


本機は、ミラーリング ( RAID 1) 機能によって、2台のハードディスクドラ 
イブじ同じ内容のデータをリアルタイムで書き込みます。そのため、片方 
のハードディスクドライブが故障しても、データはもう一方のハード 
ディスクドライブにも書き这;まれるため、作業を継続して斤うことがで 
き、ハードディスクドライブ内の情報をを全に保存できます。 

广巧了で、ル'! - 、 

f 本機はミラーリング （ RAID 1) のみに対応しています。 J 

句 

RAID (Redundant Arrays of Independent ( Inexpensive ) Disks , とは、 
ハードディスクドライブなどの記憶装置を複数台ネ且み合わせて同じ容量 
のデータを安全に保存したり、読み書きの速度を高速化するための技術 
です。 RAID じは、な下の種類 (RAID レベル）があります。 

- RAID 0(ストライピング） 

- RAID 1 ( ミラーリング） 

.RAID 0+1 ( RAID 10) (ミラー化ストライピング） 

- RAID 5(分散パリティ（寸ストライピング） 
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ハードディスクドライブ ( IDE - RAID ボード搭載モデルの場合) 





ドライブ番号の割り当て 


IDE - RAID ボードを搭載したモデルの工場出荷時じ割り当てられている 
ドライブ番号はホの通りです。 

チェックク-- 

- IDE-RAID ボードを搭載したモデルの A - ドディスク構胁よ、ミラー 
リン グを行う 2台の A - ドディスク ドライブを1 台として見せている 
ため（ディスクアレイの構築） 、 RAID 用の増設バードディスクドライ 
ブ箱2チャネルのマスタ）の内容およびバーティシヨン構成は、エク 
スプローラでは見れません。エクスプローラからは、 ハード ディスク 
ドライブ(第1チャネルのマスタ）のみ確認できます。 

-「ディスクの管理」ではドライブを号の割り当てられていなし、領域が 
巧をしますが、不用意に削除しないでくださこれは巧セットアッ 
プする場合に'必要な r 再セットアップ領剛であるため、ドライブを号 
を割り当てていません。 

この領域の削除方まについては、『活用ガイド再セットアップ編』 

「 PART 2 付録」をご覧ください。 


ドライブ番号 

ドライブの種類 

A ドライブ 

フ□ツピーディスクドライプ 

C ドライブ 

ノ V - ドディスクドライプ（第]チヤネルのマスタ、第一くーティシヨ 
ン、20白巨、 NTFS ) 

□ドライブ 

ノ V —ドディスクドライブ（第]チヤネルのマスタ、第ニノてーティシヨ 

ン、残り全ての領臧、 NTFS ) 

E ドライブ 

CD / DVD ドライブ 


■本体の構成各部 


ハードディスクドライブ (IDE-RAID ボード搭載モデルの場合) 
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FastCheck モニタリングユーテイリテイについて 


「FastCheck モニタリングユーティリティ」 は、 ディスクアレイの 管理を 
する ューティリティ です。工場出荷時では、 スタートアッ プ時に起動する 
ようじ設定されています。通常は、 タスクトレイのアイコン として表示さ 
れます。 ディスクアレイの 管理をする場合は、 このアイコンを ダ ブルク 
リック してください。なお 、 「FastCheck モニタリングユーティリティ」の 
詳細じついては、 『 Mate 電子 マニュアル』の 「「FastCheck モニタリングユー 
ティリティ」 じついて」をご覧ください。 

^0チェックク- . 

本機を起動中は、 「 FastCheck モニタリングユーティリティ」を終了しな 
いでください。 


◎ディスクアレイの同期化 

ミラーリングしている2つのハードディスクドライブの内容が完全に 一 
致するかを確認するため、定期的にディスクアレイの同巧化（シンクロナ 
イズ）を斤うあ要があります。ディスクアレイの同期化は、ハードディス 
クドライブの物理的エラーを自動的にチェックしますので、できるだけ 
定期的に斤ってください。 

1 「 Fas に heck モニタリングユーティリティ」の「アレイ」タブを 
ク U ック 

2 「アレイ」アイコンをクリック 

3 マウスのホボタンをクリック 

4 「シンクロナイズ」をクリック 
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ハードディスクドライブ ( IDE - RAID ボード搭載モデルの場合) 








5 「はし、」ボタンをクリック 

ディスクアレイの同期化が始まります。 

チェックク_ 

• 同期化中は 「 FastCheck モニタリングユーティリティ」を終了させな 
いでください。 

-ディスクアレイの同期化で不一致が検出された場合、な降のイ乍業に悪 
影響がありますので本機の信頼性を確保するために、'必要なデータの 
バックアップを行ったを、できるだけ早く巧セットアップを巧ってく 
ださい。 

-同期化を開始する場合は、電源の省電力設ををオフにしてください。 

V- 


を照/-再セットアップ前のま意一『活用ガイド巧セットアップ編』 

-再セットアップー『活用ガイド巧セットアップ編 J 

◎エラーメッセージが出た場合 

ハードディスクドライブが故障した旨の エラーメ ッセージが出た場合 
は、できるだけ早く新しいハードディスクドライブと交換した後、ディス 
クアレイを再構築 （リ ビルド）する必要があります。ハードディスクドラ 
イブの交換およびディスクアレイの再構築じついては、ご購入元、または 
NEC じご巧談ください。なお、事前に 「 FastCheck モニタ リ ングユーティ 
リ ティ」の「アレイ」タブで、故障したハードディスクドライブのチャネル 
番号を確認しておいてください。 

々チェック ク - 

本磯は Hot Swap (電源が入ったまま故障した/、ードディスクドライブ 
を交樹に姊ちしていませんので、/、ードディスクドライブを交換する場 
合は、本体の電源をいったん切り、電源プラグをコンセントから巧く必、要 
があります。電源を入れたまま A - ドディスクドライブの交換を巧うと、 

本機が故障したり、感電の原因になりますので十々ごを意ください。 


参照/ NEC のお問い合わせホ-•■『保証規を&修巧に関するご案内 J 


M ホ 


ハードディスクドライブ (IDE-RAID ボード搭載モデルの場合) 
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フロッピーディスクドライブ 

コンピュータに入力したプログラムやデータは、フロッピーディスクに 
書き込んで保存することができます。 


使用上のま意 


フロッピーディスクじ飲み物等をこぼした場合は使用しないでくだ 
さい。 

フロッピーディスクは、利用するときじだけフロッピーディスクドラ 
イブじ入れてください。フロッピーディスクをフロッピーディスクド 
ライブに入れたままで使用すると、ほこりじよって読み書きエラーの 
原因じなります。 

同じフロッピーディスクを連続して使用しないでくださ I 、連続使用 
じよりフロッピーディスクじ劣化が生じ、読み書きエラーの原因じな 
ります。 


使用できるフロッピーディスク 


フロ、ソピーディスクには 2 DD 、2 HD の2種類の媒体があります。本機で読 
み書きまたはフホーマ、ソトできるフロッピーデイスクは次の通りです。 


フ □ツ ピー デイ 
スクの層類 

容量 

Windows XP 

Windows 2000 

読み書を 

■^才ーマット 

読み書を 

フォーマット 

2 DD 

640 KB 

X 

X 

X 

X 

720 KB 

〇 

X 

〇 

〇 

2 HD 

1.2 MB 

ひ》 

X 

〇※ 

ひ》 

1.44 MB 

〇 

〇 

〇 

〇 


※： 1.2 MB の媒体を利用する場合、3モードが応フロッピーディスクドライバのセット 
アップが必要です。セットアップ方法については、「補足説明」に記載されています。 
喊下の方法でご賣ください。 

- Windows XP の場合 

「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「補足説明」 

- Windows 2000の場合 

「スタート」ボタンー「プログラム」一「補足説明」 

参照/フロッピーディスクのフオーマットー Windows のヘルプ 
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过 

.1.2 MB は、 1.2 MB (512 バイト/セクタ）と 1.25 MB (1，024バイト/セク 
夕）の2種類があります。 1.25 MB (1，024バイト/セクタ）は、 PC -9800 シ 
リーズでサポートしているモードです。 

-未使用のフロッピーディスクをフォーマットするじは多み時間がかか 
ります。 


フロッピーディスクの内容の保護 


フロッピーディスクは保存したデータを誤って'?肖してしまわないようじ 
するためじ、ライトプロテクト僖き込み禁止)ができるようじなってい 
ます。ライトプロテクトされているフロッピーディスクは、データの読み 
出しはできます力 S 、 フォーマットやデータの書き込みはできません。重要 
なデータの入っているフロッピーディスクは、ライトプロテクトしてお 
く習慣をつけましょう。ライトプロテクトノッチを、図のようじ穴の開く 
方にスライドさせると、書き込み禁止じなります。 



■本体の構成各部 


フロッピーディスクドライブ 
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CD / DVD ドライブ 


CD/DVD ドライブ使用上のま意 


CD / DVD ドライブ内のレンズじは触れないでください。指紋などの汚 
れじよって、データが正しく読み取れなくなるおそれがあります。 
アクセスランプの点灯中は、ディスクを絶巧に取り化さないでくださ 
い。本機の故障の原因となります。 

CD や DVD じラベルを貼ったり、信号面は字などが印刷されていない 
面）じ傷をがけないようじ注意してください。 


再生できる CD および DVD の種類 


本機に標準で内蔵されている CD / DVD ドライブでは、 ISO 9660 じ準拠し 
た CD , DVD ，または、「■巧応している CD や DVD の規格」 ( P .79) の CD 、 
DVD を再生-表示することができます。 CD - R/RW wi 也 DVD - ROM ドラ 
イブモデルまたは、 DVD スーパーマルチドライブモデルで DVD を再生す 
るには、 「 WinDVD 」 をご利用ください。使用方法じついては、陥用ガイド 
ソフトウエア編』「アプリケーションの概要と削除/追加」の 「 WinDVD 」 
をご覧ください。 

「巧 チェックク- . 

CD - ROM ドライブモデルでは、 DVD - Video を再生したり 、 DVD のデー 
夕を読み込むことはできません。 

V_ J 
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■対応している CD や DVD の規格 


規格 

概要 

CD - DA ( CD - Di 呂 ital Audio ) 

-般の音楽 CD 。 プ□グラム苗の CD - ROM では 
音楽トラックの部分のこと 

CD-ROM 

CCD-Read Oniy Memory ) 

パソコンで利巧するための情報び入った CD 

CD-ROM XA 

CD - I で提案されたマルチメディアシステムを、 

に D-ROM extended Architecture ) 

既をのパーソナルコンピュータでち実現で去る 
よラにした規格 

ビデオ CD 

MPE 白1といラ圧縮方式を巧いて記録された動 
画庙の CD-ROM 

CD Extra (CD PLUS ) 

一般の音楽 CD に文字や画徹などを記録で去る 
よラにした規格 

Photo CD 7 ルチセッション 

写真を最大100枚まで記録でさる追記型の CD 

CD-R ( CD - Recordable ) 

書を込みびでさる仁 D 。 マルチセッション対応の 
場合は、複数回に分けての書を込みち巧能 

CD - RW ( CD - ReWritable ) 

書を込み/書さ撰えびでをる CD 

DVD-ROM 別が 

パソコンで利巧するための情報び入った DVD 

DVD - Vide が 1 糾 

MPE 白2といラ圧縮方式を巧いて記録された動 
画庙の DVD-ROM 

DVD - Audio&i 

音楽用の DVD - ROM 。 CD - DA よりも広いレン 
ジで音声び収録されています。 

DVD - R &1 ※己 

書を込みびでさる DVD 

DVD + R が 

書を込みびでさる DVD 

DVD - RW &1 が 

書を込み/書を撰えびでさる DVD 

DVD+RW 糾 

書を込み/書を撰えびでさる DVD 

DVD-RAM 糾 

書を込み/書き撰えびでをる DVD 


CD - R/RW with DVD - ROM ドライブモデルの攝合。 
《2 DVD スーパーマルチドライブモデルの竭合。 


■本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 
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◎ディスク再生時のを意 


-本機で巧用できる DVD - RAM は、力ートリッジなし、あるいは、カート 
リッジからディスクを取り出せるタイプ ( TYPE 2、 TYPE 4) です。 

- DVD - Video を再生するときは、ディスプレイの解像度を1,024 X 768 
ドットが、下に設定してください。 

-本機で記録した CD や DVD を他の機器で使用する場合、フォーマット 
形式や装置の種類などじより使用できな V 、場合があります。 

-他の機器で記録した CD や DVD は、ディスク、ドライブ、記録方式など 
の状況じより、本機では記録再生性能を保証できない場合があります。 

. コピーコントロール CD などの一部の音楽 CD は、現在の Compact 
Disc の規格外の音楽 CD です。規格外の音楽 CD じついては、音楽の再 
生や音楽 CD の作成ができないことがあります。 

-本機で音楽 CD を使用する場合、ディスクレーベル面(こ Compact Disc 
の規格準拠を示す ili マークの入ったディスクを使用してください。 

- CD (Compact Disc ) 規格外ディスクを使用すると、正常(こ再生ができ 
なかったり、音質がほ下したりすることがあります。 

.CD TEXT のテキストデータ部は、読み出せません。 

-本機では、日本国内向け（リージ 3 ン 2) および地域制限なし（リージ 3 
ン0(ゼロ））た(外のリージョンコードの DVD は再生できません。 

-本機で再生できる CD 、 または DVD のディスクサイズは8センチと12セ 
ンチです。 

厂かエックク- 、 

ホ販の 12 cm ディスクへの変換アダプタを使用すると、 CD/DVD ドライ 
ブやディスクを破損することがありますので、巧用しないでください。 

V_ J 
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CD-R および CD-RW への 書き込みと CD-RW のフオーマツ 


CD - R/RW with DVD - ROM ドライブモデル、または DVD スーパー マル 
チドライブモデルでは、 CD - R や CD - RW への書き&みと CD - RW のフォー 
マットやデータ書き換えができます。 

◎ごま意 


-書き込みじ失敗した CD - R は再生できなくなります。書き損じじよる 
CD - R の補償はできませんのでご注意ください。 

. データの 書き込みを 斤った 後に、 データが 正しく書き込まれているか 
どうかを確認してください。 

. 作成したメディアのフォーマット形式や装置の種類などじより、他の 
CD / DVD ドライブでは使用できない場合がありますのでご注意くだ 
さい。 

-お客様がオリジナルの CD - ROM 、 音楽 CD 、 ビデオ CD などの複製や改 
をを斤う場合、オリジナルの CD 等じついて著作権を保有していなかっ 
たり、著作権者から複製•改変の許諾を得ていない場合は、著作権法ま 
たは利用許諾条件に違反することがあります。複製等の際は、オリジナ 
ルの CD - ROM などの利用許諾条件や複製等に関する注意事項じ従っ 
てください。 

-コピーコント ロー ル CD などでは音楽 CD を作成できない場合がありま 
す。 

◎使用できるディスク 

CD - R および CD-RW じついて は 、 Orange Book Part 2 ( CD - R ) および Part 3 
に D - RW ) じ準拠したディスクをご利用ください。また、本機では Orange 
Book Parts Volume 2 と準拠した High-Speed CD - RW ディスクへの書 
き込み/書き換えおよびフォーマットもできます。本機では記憶容量 
650 MB および 700 MB の CD - R および CD - RW が利用できます。 

書き込みできる容量は、使用するソフトウェアじよって異なります。詳し 
くは、『活用ガイドソフトウェア編』「アプリケーションの概要と削除/ 
追加」の 「RecordNow DX 」 または 「 DLA 」 をご覧ください。 

本機の CD / DVD ドライブの書き这：み、書き換え、およびフォーマット速 
度じついては、『はじめにお読みください』の「9が録機能一覧」をご覧 
ください。 


本体の構成各部 


CD / DVD ドライブ 




◎使用するソフトウエア 


本機の CD / DVD ドライブを使って、 CD - R への書き a み、 CD - RW への 
フォーマット/書き換えをするじは 、「 RecordNow DX 」 または 「 DLA 」 が 
あ要です。巧用方法じついては『活用ガイドソフトゥユア編』「アプリ 
ケーションの概要と削除/追加」の 「RecordNow DX 」 または 「 DLA 」 をご 
覧ください。 


DVD メディアへの書き込みと DVD - RW 、 DVD + RW および DVD - RAM のフォーマツ 


DVD スーパーマルチドライ ブ モデルでは、 DVD-R や DVD+R などの DVD 
メディア への書き込みと DVD-RW や DVD + RW 、 DVD-RAM の フォーマッ 
卜や書き換えができます。 

◎ごを意 


-書き込みじ失敗した DVD - R 、 DVD + R は再生できなくなります。書き損 
じじよる DVD - R 、 DVD + R の補償はできませんのでご注意ください。 

. データの 書き込みを 斤った 後に、 データが 正しく書き込まれているか 
どうか確認してください。 

. 作成したメディアのフォーマット形式や装置の種類などじより、他の 
DVD - ROM ドライブ、 DVD - R / RW ドライブ、 DVD + R / RW ドライブ、 
DVD - RAM / R / RW ドライブなどでは使用できな V >場合がありますの 
でご注意ください。 

-お客様がオリジナルの CD - ROM 、 音楽 CD 、 ビデオ CD 、 DVD - Video な 
どの複製や改変を斤う場合、オリジナルの CD 等じついて著作権を保有 
していなかったり、著作権ちから複製•改変の許諾を得ていない場合 
は、著作権法または利用許諾条件に違反することがあります。複製等の 
際は、オリジナルの CD - ROM などの利用許諾条件や複製等に関する注 
意事ちじ従ってください。 

JiJ 王 J 

WindowsXP では DVD - RAM じ書き込むためのライティングソフトウェ 

アを必要としません （ FAT 32 フォーマットのみ）。ハードディスクやフ 

ロッピーディスクと同じ感覚でデータを書き2；むことができます。 
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◎使用できるディスク 


DVD スーパーマルチドライブモデルでは、な下の規格に準拠したデイス 
クをご利用ください。 


DVD メディアの種類 

巧応ずる DVD メディアの規格 

DVD-R 

DVD-R for General Ver.2.0 

DVD+R 

DVD+R 規格 Version].1 

DVD-RW 

DVD-RW for General Ver.l.1 

DVD+RW 

DVD+RW 規格 

DVD-RAM 

DVD-RAM 規格 Ver.2.1 


■ DVD メディアの書き込み/書き換え/フオーマツトについて 


DVD の種類 

面•層 

片面 

両面 

記録容量 

4. 7 白巨 

白. 4G 臣 

サイズ 

1 20mm 

1 20mm 

DVD-R 

読み込み 

〇 

- 

書さ込み 

〇 

- 

DVD+R 

読み込み 

〇 

- 

書さ込み 

〇 

- 

DVD-RW 

読み込み 

〇 

- 

書き込み/書さ換え 

〇 

- 

フォーマット 

〇 

- 

DVD+RW 

読み込み 

〇 

- 

書き这み/書さ換え 

〇 

- 

フォーマット 

〇 

- 

DVD-RAM 

読み込み 

〇 

〇 

書き这み/書さ換え 

〇 

〇 

フォーマット 

〇 

〇 


本機の CD / DVD ドライブの書きみ、書き換え、およびフォーマット速 
度じついては、『はじめにお読みください』の「9付•録機能一覧」をご覽 
ください。 


■本体の構成各部 


CD/DVD ドライブ 
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广巧 チェックク- 

•ディスク•ドライブ•記録方ま等の巧測こよっては、記録•巧生巧能を 
イ呆証できない場合があります。 

- DVD - R および DVD - RAM ディスクには、著作権まのをめにより私的 
録画浦償金およびコピープロテクション ( CPRM : G 叩 y Protection 
for Recordable Media ) が含まれたディスク (for Video ) と含'まれ 
ないディスク （for Da ね)がありますので、ご購入の際ごを意くださ 

い。 

-両面 9.4 GB DVD - RAM ディスクは 4.7 GB / 面ごとの記録•巧生が可能 
です。同時に両面への記録•再生はできませんので、ディスクを取り出 
して、裏返しにし、装着してから使用してください。 

- DVD - RAM じは、力ートリッジなし、 TYPE 1 (ディスク取り出し不 
可）、 TYPE 2( ディスク取り出し可能） 、 TYPE 4( ディスク取り出し可 
能)があります。本機では力ートリッジなし、あるいは力ートリッジか 
らディスクを取り出せるタイプ ( TYPE 2 JYPE 4) のみ扱えるので、 
ご購入の際ごを意ください。 

- CD - R/RW with DVD - ROM ドライブモデルをお使いの場合、 
DVD + R および DVD + RW ディスクの再生はできません。 


◎使用するソフトウエア 

本機の DVD スーパーマルチドライブを使って、 DVD - R 、 DVD + R への書き 
込み、 DVD - RW 、 DVD + RW および DVD - RAM へのフォーマット/書き換 
えをするじは 、 [RecordNow DX 」 または 「 DLA 」 が必要です。使用方法じ 
ついては『活用ガイドソフトウェア編』「アプリケーションの概要と削 
除/追加」の 「RecordNow DX 」 または 「 DLA 」 をご覧ください。 


非常時のディスクの取り出し 


停電やソフトウュァのま常動作などじより、ディスクトレイイジュクト 
ボタンを押してもディスクトレイが出てこない場合は、ホの手順で強制 
的に取り出すことができます。 

チェックク- 

強制的にディスクを取り出す場合は、本体の電源が切れていることを確 
認してから巧ってください。 

V_ y 
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細くて丈夫な針金を用意する 

ペーパークリップを伸ばしたものが使えます。 


2 非常時ディスク取り出し巧植径紳 .5 mm ) に針金を差し込み、 
強く巧す 

ディスクトレイが 15 mm ほど飛び出します。 




3 ディスクトレイを手で引き出し、ディスクを取り出す 




4 ディスクトレイをドライブの中に押し込む 


1 ^ 




M ホ 


CD / DVD ドライブ 
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参照/ 


サウンド機能 

本機には音声を録音、再生するためのサウンド機能が内蔵されています。 
音声は外部の才ーディオ機器などから再生することができます。 

ボリユームコント □ —ルのヘルプ 


音量の調節 


音量の調節には内蔵スピーカボリュームまたは「ボリュームコントロー 
ル」じよる方法があります。どろらかの方法で音量が最小になっている 
と、音が出ないので注意してください。 

〇チェックク-, 

•メニューバーの「オプション」一卜ーン調整」を選択すると「卜ーン」 
ボタンがボリュームコント□ール画面に追加表示され、それをクリッ 
クすると卜ーン調整画面で調整が巧えますが、本機では「そのほかの 
調整」のみ調整巧能です。その場合、高音、低音の調整はできません。 

- Windows XP の場合、「オプション」一「卜ーン調整」が選択できない 
場合ぶ下の手順を巧ってください。 

1 . 「オプション」 — T プ□パティ」をクリック 

2. 「音量の調節」で「再生」をクリック 

3. 「表示するコントロール」で全てのチェックをつける 

4. 「 OK 」 ボタンをクリック 
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LAN (□—カルエリアネットワーク） 

本機の内蔵 LAN 機能や増設 LAN ボードでは、 LAN (口ーカルエリアネッ 
トワーク）に接続することにより、離れた抓こあるコンピュータ同±で、 
データやプログラムなどを共有したり、メッセージを送受信することが 
できます。ここでは LAN への接続手順を簡単に説明します。 


LAN (口ーカルエリアネットワーク）への接続 


◎接続前の確認 


本磯の内蔵 LAN 機能では、1000 BASE - T 、 100 BASE - TX または 10 BASE-T 
に対応した LAN に接続することができます。 

また、増設 LAN ボードでは、100 BASE - TX または 10 BASE - T に対応した 
LAN に接続することができます。 

本磯をネットワークに接続するには、別売のマルチポートリピータ（ハ 
ブ）と、別売の専用ケーブル（リンクケーブル）が必要です。 100 BASE-TX 
で使用するためには、カテゴリ日のリンクケーブルが必要です。 
1000 BASE - T で使用するには、カテゴリ5な上 (エン ハンスドカテゴリ5な 
上を推奨)のリンクケーブルが必要です。 

参照/『はじめにお読みください』「9付録機能一覧」 

©接続ち法 

リンクケーブルの接続方法については『はじめにお読みください』をご覧 
ください。 

チェックク- . 

-本機を稼働中の LAN に接続するには、システム管理者またはネット 
ワーク管理者の指示に従って、リンクケーブルの接続を巧ってくだ 
さし、。 

-搭載されている LAN ボードは、接続先の機器との通信速度を自動検出 
して最適な通信モードで接続する才ートネゴシエーシヨン機能をサ 
ポートしています。なお、セットアップが完了したときに、オートネゴ 
シエーシヨン機能は有効に設定されています。接続先の機器が才ート 
ネゴシエーシヨン機能をサポートしていない場合は、 r ネットワークの 
プロパティ」で通信モードを接続先の機器の設定に合わせるか、接続先 
の機器の通信モードを半二重 (Half Duplex) に設定してください 。> 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
















LAN の設定 


ここでは、 LAN に接続するために必要なネットワークのセットアップ方 
法を簡単に説明します。 

参照/ 必要な構成要素の詳細について 

一 Windows XP のヘルプの中にあるネットワーク関連の項目 
一 Windows 2000のヘルプの中にあるオンライン形式の 『Microsoft Win ¬ 
dows 2000 Professional フアーストステップガイド』のネットワーク関 
連の項目 

◎ネットワークソフトウエアをセットアップする 

广ロ チェックク- . 

I エ場出荷時は、ネットワークプロトコルけじド/がが設まされています。^ 

■Windows XP の場合 

7 「スタート」ボタン ー ►「マイコンピュータ」をクリック 

2 「その他」の r マイネットワーク」をクリック 

3 「ネットワークタスク」の r ネットワーク接続を表示する」をク 
U ック 

4 「口ーカルエリア接続」をクリック 

广り チェックク- 

増設 LAN ボードを搭載しているモデルの場合は、接続アイコンの右側に 
表示されるアダプタ名を参考にして、設定したいネットワーク接続を選 
択してください。 

-内蔵 LAN アダプタ（ギガビットイーサネット対応） 

Broadcom NetXtreme 功 gab け Ethernet 
-増設 LAN ボード 

Intel ( R ) PRO /100 S Desktop Adapter 


88 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 











5 「ファイル」メニューの r プロパティ」をクリック 

ここで「サービス」、「プロ トコ ル」、「クライアント」をセットアップ 
できます。お要な構成要素を追加してください。 

句 

あ要な構成要素がわからない場合は、システム管理者またはネットワー 
クの管理まじ巧談してください。 

6 「スタート」ボタンー►「マイコンピュータ」をクリック 

7 「システムのタスク」の r システム情報を表示する」をクリック 

8 「コンピュータ名」タブをクリック 

9 「変更」ボタンをクリック 

10 「コンピュータ名の変更」の面面が表示されたら、「コンピュータ 
名」、 r ワークグループ」または「ドメイン」に必、要な情報を入力 
する 

jiJ 立 

コンピュータ名などがわからない場合は、システム管理者またはネット 
ワークの管理まじ巧談してください。 

11 「0 K 」 ボタンをク U ック 

12 再起動を促すメッセージが表示された場合はコンピュータを 
再起動する 

■1^<(上で完了です。 

■Windows 2000の場合 

1 「スタート」ボタン-►「設定」-►「コントロールパネル」をクリック 


2 「ネットワークとダイヤルアップ接続」をダブルクリック 


M ホが心 H 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
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3 「口ーカルエリア接続」をクリック 

4 「ファイル」メニューの r プロパティ」をクリック 

ここで「サービス」、「プロ トコ ル」、「クライ アン ト」をセッ ト アップ 
できます。あ要な構成要素を追加してください。 


jiJ 王 J 

あ要な構成要素がわからない場合は、システムの管理をまたはネット 
ワークの管理まじ巧談してください。 

5 「スタート」ボタン-設定」イコントロールパネル」をクリック 

6 「システム」をダブルクリック 

/ 「ネットワーク ID 」 タブをクリック 

8 「プロパティ」ボタンをクリック 

9 「コンピュータ名丄 r ワークグループ」または「ドメイン」に、必要 
な情報を入力する 


句 

コンピュータ名などがわからない場合は、システム管理ままたはネット 
ワークの管理者に巧談してください。 

10 入力を終えたら roK 」 ボタンをクリック 

11 再起動を促すメッセージが表示された場合はコンピュータを 
再起動する 
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m 


モートパワーオン機能の設定 


電源を入れる 

「NEC」 のロゴ画面で 【F2】 を巧す 

メ ニューバーの rPower」-»TOn PME」-*TPower On」 に設定 
する 

【F10】 を巧す 


本機における LAN によるリモートパワーオン®能には、次のリモートパ 
ワーオン磯能があります。 

-電源が切れているが態から電源を入れる 
. スタンバイ状態から復帰する 
-休止が態から復帰する 

广 A チェックク- 

-前回のシステム終了(電源を切る、スタンバイ状態にする、休止げ態に 
する）が正常に巧われなかった場合、リモートパワーオンを巧うこと 
はできません。一度電源スイッチを押して Windows を起動させ、再 
度、正常な方法でシステム終了を巧ってください。 

-増設 LAN ボードではリモートパワーオン機能は使用できません。これ 
らの LAN ボードが属するネットワークセグメントにはマジックパ 
ケット（リモートパワーオンのための特殊なバケツト）を送信しない 
ようにしてください。 


◎電源が切れているが態からのリモートパワーオンの設定 

電源が切れているが態からのリモートパワーオン臟能を利用するには、 
が下の設定を巧ってください。 


7 2 5 4 


本体の構成各部 
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5 「 Yes 」 を選択し、に nter 】 を巧す 

夕 i 子でッゥむ - . 

I 必要に応じて、起動時のパスワードの設定も巧ってください。 ] 

参照/起動時のパスワードの設定一 

「 PART 2 システム設赴 r 設定項目一覧」に ecur け y の設定」の 「Password On 
Boot 」( P .122) 

スタンバイが態および休止状態からリモートパワーオンで復帰する場合 
は、次の「スタンバイが態および休止状態からのリモートパワーオンの設 
定」へ進んでください。 

©スタンバイ状態およびイネ止状態からのリモートパワーオンの設定 

スタンバイ状態および休止状態からのリモートパワーオン機能を利用す 
るには、な下の設定を巧ってください。なお、設定の際は管理者 
( Administrator 権限を持ったユーザ）が巧ってください。 

■Windows XP の場合 

1 「デバイスマネージャ」を開き、 r ネットワークアダプタ」をダブ 
ルクリック 

参照/ 「デバイスマネージャ」の開き方一 r デバイスマネージャの開き方」 ( P .7) 

2 アダプタ 「Broadcom NetXtreme Gigabit Ethene りを選択 
し、ダブルクリック 

3 「電源の管理」タブをクリック 

4 次の3つの項目にチェックを付ける 

-「電力の節約のためじ、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フじできるようじする」 

. 「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できる 
ようじする」 

. 「管理ステーションでのみ、コンピュータのスタンバイ状態を解 
除できるようじする」 
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5 「0 K 」 ボタンをクリック 

6 「デバイスマネージャ」を閉じる 

/ 「0 K 」 ボタンをクリック 

■Windows 2000の場合 

1 「デバイスマネージャ」を開き r ネットワークアダプタ」をダブル 
ク U ック 

参照/ 「デバイスマネージャ」の開き方一 r デバイスマネージャの開き方」 ( P .7) 

2 アダプタ 「Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet 」 を選択 
し、ダブルクリック 

3 「電源の管理」タブをクリック 

4 な下の2つのチェックボックスにチ I ックを入れる 

. 「このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を元に戻すこ 
とができるようじする」 

-「電力の節約のためじ、コンピュータでこのデバイスの電源を才 
フじできるようじする」 

5 「詳細設定」タブをクリックし、プロパティの rwake Up 
CapabiNties 」 を 「Magic Packet 」 に設定する 

6 「 OK 」 ボタンをクリック 

/ 「デバイスマネージャ」を閉じる 
8 「 OK 」 ボタンをクリック 


M ホが心 ㈱ ®— 


LAN (ローカルエリアネットワーク） 
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if 線 LAN 機能 

無線 LAN モデルでは、無線 LAN じよって、離れているコンピユータ同± 
で、データやプログラムなどを共有したり、メツセージを送受信すること 
ができます。ここでは、無線 LAN への接続を簡単に説明します。 


無線 LAN 使用上のを意 


通信速度 • 通信距離は、無線 LAN 巧応機器や電波環境 • 障害物 • 設置環境 
などの周囲条件じよって異なります。 

電波の性質上、通信距離が離れるじしたがって通信速度が低下する傾 
向があります。より快適にお使いいただくためじ、無線 LAN 巧励幾器同 
±は近 t 、距離で使用することをおすすめします。 

5 GHz または 2.4 GHz 無線 LAN 機能を使用したネットワークへの接続 
じは、別売の 5 GHz または 2.4 GHz 無線 LAN アクセスポイントなどがあ 
要です。 

医療機関側が本製品の使用を禁止した区域では、本製品の電源を切る 
か無線 LAN 機能をオフにしてください。また、医療機関側が本製品の使 
用を認めた区域でも、近くで医療機器が使用されている場合じは、本製 
品の電源を切るか無線 LAN 機能をオフじしてください。 

ネットワークとの通信中は、本機を休止状態やスタンバイ状態じしな 
いでください。 


ワイヤレス LAN (無線 LAN) 製品ご使用時におけるセキュリティに関するごま意 


お客様の権利(プライ J トンー保護)に関する重要な事項です！ 

ワイヤレス LAN (無線 LAN ) では、 LAN ケーブルを使用する代わりじ、電 
波を利用してパソコン等とワイヤレス（無線）アクセスポイント間で情報 
のやり取りを斤うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能 
であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物(壁等）を越えてすべての場 
巧に届くため、セキュリティに関する設定を斤っていない場合、た(下のよ 
うな問題が発生する可能性があります。 
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無線 LAN 機能 




参る信内容ををみ見られる 

悪意ある第三•をが、電波を故意に傍受し、 

ID やパ スワー ド又は クレジットカー ド番号等の個人情報 
メ ールの内容 

等の通信内容を盗み見られる可能性があります。 

参不正に侵入される 

悪意ある第吉をが、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 
個人情報や磯を情報を取り出す(情報漏巧） 

特定の人物じなりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 
傍受した通信内容を書き換えて発信する做ざん） 
コンピュータウィルス などを流し データ や システム を破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、 ワイヤレス LAN (無線 LAN ) 力ー ドや ワイヤレス （無線） アクセス ポ 
イン トは、これらの問題 じが あするための セキュリティの 仕組みを持っ 
ていますので、 ワイヤレス LAN (無線 LAN ) 製品の セキュリティ に関する 
設定を斤って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

ワイヤレス LAN (無線 LAN ) 機器は、購入直後の状態においては、セキュリ 
ティに関する設定が施されていな V >場合があります。 

従って、お客様が セキュリティ 問題発生の可能性をみなくするためじは、 
ワイヤレス LAN (無線 LAN ) 力ードや ワイヤレス LAN (無線 LAN ) アクセ 
スポイン トをご使用じなる前に、あず ワイヤレス LAN (無線 LAN ) 機器の 
セキュリティ に関する全ての設定を マニュアル じしたがって斤ってくだ 
さい。 

なお、 ワイヤレス LAN (無線 LAN ) の仕様上、特殊な方法により セキュリ 
ティ設定が破られることもあり得ますので、ご理解の上、ご使用下さい。 

セキュリティの設定などじついて、お客様ご自分で巧処できない場合に 
は、 NEC 121 コンタクトセンター（フリーコール： 0120 -977-121) までお問 
、 、合わせ下さい。 

当社では、お客様がセキュリティの設定を斤わないで使用した場合の問 
題を充分理解した上で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティ 
に関する設定を斤い、製品を使用することをお奨めします。 

セキュリティ巧策を施さず、あるいは、ワイヤレス LAN (無線 LAN ) の仕様 
上やむを得な t >事情によりセキュリティの問題が発生してしまった場 
合、弊社は、これじよって生じた損害にがする責任を負 t 、かねます。 


無線 LAN 磯能 




本機で利用可能なセキュリテイ 


广り チェックク- 

-が下のセキュリティについての設定をする場合、使用するアクセスポ 
イントなどもこれらの設定に対応している必要があります。 

-これらの設定は危険性をより低くするための手段であり、安全性を 
100%保証するものではありません。 

V_ J 

◎盗聴(傍受）を防ぐ 

WEP 機能を使用して暗号キーを設定すると、同じ暗号キーを使用してい 
る通信機器間の無線 LAN の通信のデータを暗号化できます。 

ただし、暗号キーを設定していても、暗号キー自体を第三•をにかられた 
り、暗号解読技術によって暗号を解読されたりする可能性があるため、設 
定した暗号キーは定期的に変更することをお勧めします。 


◎不正アクセスを防ぐ 


■ アクセス ポイントと通信機器の両方に任意のネットワーク名 (SSID) 
を設定することで、同じ SSID を設定していな t 、通信機器からの接続を 
回避できます。ただし、 SSID を自動的に検出する機能を持った機器を 
使用されると、 SSID を知られてしまいます。これを回避するには、 アク 
セス ポイント側で 'SSID を通かしないようじ設定する あ 要があります。 
. 接続する パソコン などの MAC アドレス （ネットワー ク カードが持って 
いる固有の番号）を アクセス ポイントじ登録することで、登録した機器 
た(外は アクセス ポイントじ接続できなくなります。 

◎より高度なセキュリティ設定を巧う 

Wi-Fi Alliance が提唱する WPA(Wi-Fi Protected Access) 機能を利用 
します。 IEEE 802.1 X/EAP(Extensible Authentication Protocol) 規格 
じよるユーザ認証およ&従来の WEP 機能に比べて大幅に暗号解読が困 
難とされる暗号方式 TKIP(Temporal Key Integrity Protocol) を使用す 
ることで、より高度なセキュリティを斤うことができます。 

チェックク- . 

WPA 機能を利用するには、接続する無線 LAN 対応機器およびネット 
ワーク環境も WPA 機能をサポートしている必要があります。 
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無線 LAN 機能 

























無線 LAN 製品との接続 


本製品と接続できる無線 LAN 製品 じは、 無線 LAN 内蔵 PC 、 レジデンシャ 
ルゲートウュイ、 無線 LAN アクセスポイント、 無線 LAN 周辺機器などが 
あります。 

接続できる製品じついては、 NEC の企業向け情報機器関連総合サイト 
「NEC 8番街」化 ttp :// nec 8. com ) の「商品の適合検勃でご確認ください。 

1. 「サポート情報」をクリック 

2. 左側のメニューの「商品情報•消耗品」じマウスポインタをあわせる 

3. 表示された メニューの 「 PC 本体/ オ プショ ン 検索(新旧モデル情報/ 
適合情報)」をクリック 

4. 「商品の適合検索」をクリック 

無線 LAN 機器同±の接続互換性じついては、業界団体 Wi-Fi Alliance じ 
よる 「 Wi - Fi ®」 認定を取得している同じ規格の製品を購入されることをも- 
すすめいたします。 


無線 LAN の設定 


「 Mate 電子 マニュアル」の 「「 無線 LAN (IEEE 802.11 a/b/g) 」 じついて」 
をご覽じなり、設定を斤ってください。 


■本体の構成各部 


無線 LAN 機能 
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USB コネクタ 

USB 対応機器は、一般の周辺機器と異なり、パソコンの電源を入れた状態 
のまま、接続したり取りがすことができます。 


USB とは 


USB とは Universal Serial Bus の頭文字をとったもので、コネクタの形 
状が統一されており、127台までの機器を接続することができます。また、 
電源を切らずにプラグの抜き差しが可能で、プラグ&プレイ機能にもが 
あしています。 

接続できるおもな USB 対■応機器として、マウス、プリンタ、デジタルカメ 
ラ、携帯電話や PHS などがあります。 

立 

. USB 巧あ機器の、本磯での動作確認廣報じつ V >ては、各機器に添付のマ 
ニュアルをご覧いただく力\各機器の発売元にお問い合わせください。 
なお、 NEC 製の USB 巧応機器の情報は、 NEC の企業向け情報機器関連 
総合サイト 「NEC 8番街」化 ttp :// nec 8. com ) の「商品情報検勃でご確 
認ください。 

1. 「サポート情報」をクリック 

2. 左側の メニューの 「商品情報•消耗品」じマウスポインタをあわせる 

3. 表示されたメニューの「商品情報検索 (121 ware . com )」 をクリック 
-接続する機器じよっては、接続ケーブルがあ要な場合があります。 


USB コネクタに接続する 


◎接続する前に 

機器じよっては、接続する前や接続したあとじドライバのインストール 
や、スイッチなどの設定があ要な場合がありますので、接続する USB 対■応 
機器のマニュアルを読んでおき、ドライバなどのインストールに必要な 
CD - ROM やフロッピーディスクが添かされていれば用意してください。 
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USB コネクタ 


















^ 立 

-接続してすぐ巧うことができる USB 対■応機器があります力 S 、 そのまま 
ではいくつかの機能が制限される可能性がありますので、必ず添がの 
マニュアルを よく読んでからお使いください。 

- USB 巧応機器は、本機の電源を入れたままの状態でも接続できますの 
で、接続前に電源を切る必要はありません。 

◎接続するときのま意 


USB 巧応機器の抜き差しを斤うときは、3秒な上の固隔をおいて斤っ 
てください。 

USB コネクタじプラグをすばやく差したり斜めに差したりすると、信 
号が読みとれずに不明なデバイスとして認識されることがありますの 
で、その場合はプラグを USB コネクタから抜いて、もう一度正しく接続 
しなおしてください。 

はじめて USB 対■応機器を接続したときじ、画面に何も表示されない場 
合は、 USB コネクタじプラグを正しく差し込めていない可能性があり 
ます。いったんプラグを抜き、再度差し込んでみてください。 

スタンバイ状態中、スタンバイ状態へ移斤中、スタンバイ状態から復帰 
中、化止状態中、化止状態へ移斤中、化止状態から復帰中のときは 、 USB 
巧応機器を抜き差ししないでください。 

USB 巧応機器を接続した状態では、スタンバイ状態に移斤できない場 
合があります。スタンバイ状態に移斤する前に USB 巧応機器を外して 
ください。 

外付•け USB ハブ経由で USB が応機器を使用する場合は 、 USB ノ、ブを本 
機に接続してから USB 巧応機器を接続するようじしてくださ I 、USB 
ハカこ USB が応機器を接続した状態で USB ハブを本機に接続すると、 
USB 巧応機器が正常に認識されないことがあります。 

USB 機器を接続する場合は、必ずキーボードが接続された状態で斤っ 
てください。 

USB 巧応周辺機器の、本製品での動作確認情報じついては、各機器に添 
化のマニュアルをご覧いただくか、各機器の発売元じお問い合わせく 
ださ V 、。なお、 NEC 製の USB 機器の情報は、 NEC のホームページをご覧 
ください。 


■本体の構成各部 


USB コネクタ 
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◎ USB 2.0 を利用する 

本機の USB コネクタ は、 USB 2.0 じ知芯 してい ます。 USB 2.0 じ规左 してい 
る周辺機器を取りがけることで、 USB 2.0 の転送速度を利用することがで 
きます。 USB 2.0 じが■応 している 周辺機器じは、外がけのハードディスク 
ドライブや CD - R / RW ドライブなどがあります。 

■ USB 2.0 を利用する場合のミ主意 

- USB 2.0 の転送速度を出すじは USB 2.0 巧あの機器を接続する必要が 
あります。また、 USB 2.0 の機器を USB 1.1 規格のハブで利用した場合 
は USB 1.1 の転送速度に制限されます。 

-本機で Windows 2000をお使 t 、の場合、スタンバイ状態または化止 
状態から復帰歡接続して V 、る USB キーボードや USB マウスが動作 
するまでに時間がかかることがあります。 

-本機で Windows 2000をお使いのときじ、 USB 巧応機器を接続した 
ままの状態でスタンバイ状態または休止状態じした場合、スタンパ 
イ状態または化止状態から復帰後じ「デバイスの取り外しの警芭」 
が表示されることがあります。 

この場合は、スタンバイ状態または化止状態じする前に USB 巧応踐 
器を取り外してください。再度 USB 巧応機器を使用する場合、スタ 
ンバイ状態、または化止状態から復帰後に USB 機器を再接続してく 
ださい。 

-本機で Windows 2000を使用し、スタンバイ状態または休止状態か 
ら復帰させた場合、 USB 接続機器(キーボード、マウス、プリンタ等） 
力';動作しないことがあります。この場合は一度 USB 巧応機器を抜き 
差ししてください。 

-印刷中じプリンタが停止し、「印刷キュー」じ印刷中のドキュメント 
が残っている場合は、すべてのドキュメントを一度キャンセルし、 
プリンタじ接続している USB ケーブルを抜き差ししてから再度印 
品 ij してください。なお、印刷中ドキュメントのキャンセルじは時間 
がかかる場合があります。 

参照/ US 巴機器の取りかしについて一 rus 己コネクタから機器を取りかす」 
( P .101) 
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◎ USB コネクタじ機器を取り付ける 


1 USB コネクタ(呼または々）にプラグを差し込む 

USB コネクタが複数ある場合は、どのコネクタじ接続してもかま 
いません。プラグの向きじ注意して、止まるまで軽く押し込んでく 
ださい。 

接続した USB 巧応機器が正しくパソ コンに 認識されたかどうかを確認し 
て < たを、 、。確認する方法は、機器の種類じよってまなります。機器に 
よっては、接続後さらに別の設定作業があ要になる場合があります。詳し 
くは、各 USB 畑芯機器に添がの マニュアル などをご覧ください。 


USB コネクタから機器を取り外す 


USB 巧応機器じよっては、機器を接続すると画面を下の通か領域（タスク 
トレイ ） じを^またはろが表示されます。このような機器の取り外しは、 
をまたはろをダカレクリックして ま 示される 「ハー ドウ エアの 安全な取 
り外し」または 「ハー ドウ エアの 取り外し」ウィンドウで斤います。正しく 
取り外しを斤わないと、本機が正常に動作しなくなることがあります。取 
り外しを斤う場合は、あずホの手順で取り外しを斤ってください。 

1 画面右下の通知領域(タスクトレイ）にあるをまたはろをダブ 
ルクリック 

「ハー ドウ ユアの 安全な取り外し」または 「ハー ドウ ユアの 取り外 
し」ウィンドウが表示されます。 

參またはをが表示されていない場合は、な降の手順はあ要ありま 
せん。 

2 取り外したい周辺機器名をクリックして、「停止」ボタンをク 
リック 

周辺機器名が表示されていない場合は、手順5へ進んでください。 

3 「ハードウエアデバイスの停止」ウインドウで取り外したい周 
辺機器名をクリックして、 roK」 ボタンをクリック 

画面ち下の通知領域（タスクトレイ）じま全に取り外すことができ 
るという内容のメッセージが表示されます。 

Windows XP をお使V、の場合は手順5へ進んでください。 
Windows 2000の場合は手順4へ進んでください。 
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4 「0K」 ボタンをクリック 

5 「開じる」ボタンをクリックして、「ハードウエアのを全な取り外 
し」または r ハードウエアの取り外し」ウィンドウを閉じる 

これで周辺機器を取り外すことができます。 

同じ周辺機器を再接続する場合は、ドライバなどを再インストールする 
必要はありません。ただし、メッセージが表示されたり、画面が少しの間 
止まったように見えることがあります。メ、ソセージが表示された場合は 
メッセージにしたがってください。画面が止まったように見える場合も 
磯器の故障ではありません。しばらく待てば使用できます。 
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セキユリティ/マネジメント機能 

本機は、システム管理者が効率よく本機をセキュリティ/マネジメントす 
るための機能を備えています。 


セキュリティ/マネジメント機能の概要 


システム 管理まが、タカ率よく パソコンをセキ ユリ テイ/マネジメント する 
ためじは、ホのような手段•機能を利用することが交力率的であるといわれ 
ています。 

-機密データの漏洩、改ざん防止、コンピュータウイルスの侵入を防ぐた 
め、外部からデータを取り这;むフロッピーディスクドライブを使用で 
きないようにする（ロックする）。 （ I/O ロック） 

. メモリ や PCI ボードなど パソコンのハー ドウエア構成を変更させない 
よう（こする。（屋体ロック） 

. システム管理者の/ パソコンから 管理する パソコン の電源、システムを 
遠隔操作できる。（リモートパワーオン/オフ機能） 

本機には、このような手段•機能を利用するためじ、ホのような機能を備 
えています。 


セキュリティ機能 


◎指紋認証の利用 

本機では、別売の指紋認証 ユニット （シリアル） ( PK ；- FP 002 M ) を利用する 
ことで、本体の起動時やノ スワードの 入力をするかわり じ、 指紋を照合す 
ることで、ユーザーの不正使用やデータの漏巧を防止します。また、パス 
ワー ドを忘れる、パ スワー ドを解読されるといったことを未然に防ぎま 
す。ただし、本機では BIOS レベルの認証 (BIOS LOCK ) はできません。 

参照/指紋認証ユニット（シリアル） （PK-FP002M) に添せのマニュアル 
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◎スー パバイ ザ パ スワード/ユーザ パ スワード 


スーパバイザ ノ スワード/ユーザパスワード を設定す る ことで、本機の使 
用者を制限す る とともじ、本機の不正使用を防止す る ことができます。 
BIOS セ ットァップ メニューで それぞれの パスワー ドを設定し、 
[Password On Boot 」 を 「 Enabled 」 じ設定をしてください。 

广巧 チェックク- . 

バスワードやパスワードの解除の方まを忘れたときのために、事前に 
巴 IOS の 「 Security の設ま:」およびい\-ドウエア拡張ガイド 』 「PARTS 
が録」のロトラップスイッチの設定」を印刷しておくことをおすすめし 
ます。 


◎ 1/0 ロック 

I/O ロックは、外部とのデータタ換の手段である I/O (フロッピーデ ィス 
クドライブ、シリアルポート、パラレルポート、 USB ポートなど）を利用で 
きないようじする機能です。この機能を利用することで、部外をのデータ 
アクセスを防止したり、システムじ影響を及ぼすアプリケーシヨンをイ 
ンス トールすることを防止することができます。 

を照/ rPART 2 システム設定」 r 設定項目一覧 jAdvanced の設赴の「1/0ロック」 
( P .118) 

◎ハードディスクパスワード機能 

本機で使用するハードディスクドライブにパスワードを設定することじ 
より、本機な外のパーソナルコンピュータでハードディスクドライブの 
不正使用を防止することができます。で 一、 ハードディスクドライブが盗 
難じあって、他のパーソナルコンピュータじ設置された場合でも、パス 
ワードが必要となるため、重要なデータの漏巧を防ぐことができます。 
また、 ID に RAID ボードを搭載したモデルでは利用できません。 

をお/ rPART2 システム設を」 r 設定項目一覧」の 「 Security の設定」 ( P .121) 
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◎箇体ロック 


別売のセキュリティケーブル (P に SC / CA 02) を利用することで、本体を 
机などじ繫ぐことができますので、 パソコン 本体の盗難防止に効果的で 
す。 

また崖体の開閉を防ぐことができるため、内蔵機器の盗難防止、パスワー 
ドの解除防止や本体のハードウュア構成変更の防止に効果的です。 

◎ケーブルストッパ 

キーボードなどのケーブルが抜けるのを防止したり、ケーブル接続した 
機器の盗難を防止します。 

参照/『/、ードウェア化張ガイド』 

◎ウイルス検出•駆除 

コンピュータウイルスの検出、識別、および駆除を斤うじは「ウイルスス 
キャン」を使用します。 

参照/『活用ガイドソフトウェア編 』 r アプリケーシヨンの概要と削除/追加」の r ウ 
イルススキヤン」 
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マネジメント機能 


◎リモートパワーオン機能 (Remote Power On 機能） 

LAN (口ーカルエリアネットワーク）経由で、離れたところじあるパソコ 
ンの電源を入れる磯能です。 

本体および LAN ボードがリモートパワーオン機能に巧あしているシス 
テムでは、本体の電源が切れているときも、リモートパワーオン用の専用 
コントローラは通電されています。管理パソコンは ESMPRO/Client 
Mana 呂 er などからのリモートバワーオンのコマンド指示じより，パワー 
オンを指示する特殊なパケット （Magic Packet ) を離れたところじある 
パソコンじ送信します。そのパケットを離れたところじあるパソコン（本 
機)の専用コントローラが受信すると、専用コントローラはパワーオン動 
作を開始します。これじより離れたところじある管理パソコンから 、 LAN 
接続された本磯の電源を入れることができます。リモートパワーオン機 
能を利用するためじは、管理パソコンに Magic Packet を送信するための 
ソフトウェア （ ESMPRO/Client Mana 呂 er など）のインストールがあ要 
です。また本磯の BIOS 設定があ要じなります。 

参照/. 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」の r リモートパワーオン機能の設 
定」 ( P .91) 

- 「 PART 2 システム設を」 r 設を項目一覧」の 「 Power の設ま」 （ P .126) 
◎ネットワークブート機能 ( PXE 搭載） 

クライアントの PC のシステムが起動する前に管理者 PC から 0 S 等を口一 
ドする こと ができます。別途、 PXE(Preboot execution Environment ) 
じ準拠した運用管理ソフトウュアが必要です。 

◎リモートコントロール/ファイル配信 

本機のデータやシステムファイルなどのバックアップ、ファイル転送、ア 
プリケーションのインストール、アプリケーションのま斤などの操作 
を離れたところじあるシステム管巧まのマシンから、実施することがで 
きます 。 Windows 2000の場合は、本機およびシステム管理ちのマシンに 
それぞれ市販のリモートコントロ ールソフトウェア （ pcAnywhere など） 
が必要です。 

'むチェック ク - 

アプリケーシヨンによっては、リモートコントロールやファイル配信で 
きない場合があります。 

V_ J 
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信頼性機能 


◎ StandbyDisk 

ハードディスクドライブ(プライマリマスタ）の内容を増設ハードディス 
クドライブ（プライマリスレーブ）じ自勤的に/、'ックアップします。ノ、一 
ドディスクドライブの障害発生時に増設ハードディスクドライブじ最終 
バックアップしたときの状態に復元できます。増設ハードディスクドラ 
イブ ( StandbyDisk あり）を搭載したモデルでご利用(こなれます。 

参照/『活用ガイドソフトウェア編 jr アプリケーンヨンの概要と削除/追力口」の 
「StandbyDisk」 

©StandbyDisk Solo RB 

StandbyDisk Solo RB は、ハードディスク内じある第いくーティシヨン 
( C ドライブ)の使用領域とほぼ同じ容量をバックアップ先(た(後スタンパ 
イ•エリア）として同パーティション内に確保し、使用領域のバックアッ 
プを斤います。稼動中のシステムじ障善が起きた際、スタンバイ•エリア 
からシステムを起動することで、ハードウェア障害であるか、あるいはソ 
フトウュア障害であるかを絞りむことが可能です。 

参照/『巧用ガイドソフトウェア編 jr アプリケーシヨンの概要と削除/追加」の 
「StandbyDisk Solo RB」 

◎ミラーリング (RAID1) 機能 

2 つの ハードディスクドライブじ同じ内容のデータをリアルタイムで書 
き込みます。常に同じデータを2 つの ハードディスクドライブじ保持する 
ことじよってデータを保護しますので、一方のハードディスクドライブ 
じ故障があっても、他方のハードディスクドライブで作業を継続するこ 
とができます。 ID に RAID ボードを搭載したモデルでご利用になれます。 
また、ハードディスクパスワード機能は利用できません。 

参照/.「/、ードディスクドライブ (IDE-RAID ボード搭載モデルの場合)」 (P.71) 

•『Mate 電子マニュアル』 「「FastCheck モニタリングユーティリティ」に 
ついて」 
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◎ハードディスクドライブ障害時のバックアップ機能 

ハードディスクドライブの異常を監視します ( SMART ® 能)。標準装備さ 
れているハードディスクドライブは、 S . M . A . R . T(Self Monitoring , 
Analysis and Reporting Technology ) に対応しています。また、 [Masty 
Data Backup 」 との連携によってバックアップをとることができます。 

参照/『活用ガイドソフトウェア 編 』 r アプリケーシヨンの概要と削除/追加」の 
「Masty Data Backup」 
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システム設定 

この章では、本機の BIOS セットアップ メニュー じついて説明します。 
BIOS セットアップ メニューは、 セキ ュリ ティ、省電力など本機の使用環 
境を設定することができます。 


この章の読み方 


次ページの 「 BIOS セットアップ メニュー じついて」を読んだ後に、目的に 
あわせて該当するページをお読みください。 


この章の内容 


BIOS セットアップメニューについて 
設定項目一覧 . 
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BIOS セットアップメニユーについて 

本機には、使用環境を設定するために BIOS セットアップメニューが内蔵 
されています。 


BIOS セットアップメニユーの起動 


1 電源を入れた直後に表示される 「NEC」 □ゴの画面で 【F2】 を巧す 
^なチェックク- . 

ディスプレイ特性により、 「NEC」 の□ゴ画面が表示されず 【F2】 を巧す夕 
イミングが計れない場合があります。この場合は、本体の電源を入れた直 
後、キーボード上の NumLock ランプが点灯するタイミングで 【F2】 を2 
〜3回巧してください。 

V ソ 


BIOS セットアップメニユーの終了 


♦変更をイ呆存して終了する 

1 【F10】 を巧す 

確認の画面が表示されます。中止したいときは 【 Esc 】 を押してくだ 
さい。 

2 「Yes」 が選ばれていることを確認して 【Enter】 を巧す 

設定が保存され、 BIOS セットアップメニューが終了します。 


过 

メニューバーの 「 Exit 」 で 「Exit Saving Changes 」 を選んで BIOS セット 
アップメニューを終了することもできます。 
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♦変更をイ呆存しないで終了する 



キーボードの 【卜】【一】 でメニューバーの 「 Exit 」 を選ぶ 

メニューが表示されます。 

2 

キーボー ドの 1 1 】で 「 Ex け Discarding Changes 」 を選ぶ 

設定の変更をせずに BIOS セットアップメニューが終了します。 

工場出荷時の設定値に戻す 

工場出荷時の設定値に戻す方法じつ t 、て説明します。 


電源を入れる 

2 

「 NEC 」 ロゴの面面で 【 F 2】 を巧す 

BIOS セットアップメニューが表示されます。 

3 

【 F 9】 を巧す 

「 Setup Confirmation 」 のダイアログボックスが表示されます。 

4 

「 Yes 」 を選択し、 【 Enter 】 を巧す 

工場出荷時の設定値を読み a みます。 

5 

【 F 10】 を巧す 

「 Setup Confirmation 」 のダイアログボックスが表示されます。 

6 

「 Yes 」 を選択し、 【 Enter 】 を押す 

設定値が保存され、 BIOS セットアップメニューが終了します。 

が、上で作業は終了です。 

BIOS セットアップメニユーの使い方 

^ 


-操作はキーボードで斤います。 

-卜】でメニューバーの力ーソルを違択し、【 t 】【 i 】で設定項目を 
違択します。設定内容は、忙 nter 】 でメニューを表示して【 M 【 i 】や 
【+】【一】で変更することができます。 

.「 Date 」「 Time 」 の設定では力ーソル移動は 【 Tab 】 で斤います。 


システム設定 


BIOS セットアップメニューについて 
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醜頃目一質 

ここでは BIOS セットアップメニューで、どのような設定ができるかを説 
明しています。表中の反転部分は購入時の設定です。 


Main の 設定 


成)マーゥ がか1、ている設定項目は、ユーザパスワードで起動したとき 
じ変更可能な項目です。 


参 System Time (な） 

現在の時刻を「時:分:秒」で入力します。 

参 System Date (治 •） 

日付•を「月/日/年」で人力します。 

参 Language(☆) 

BIOS で使用する言語を設定します。日本語または英語を違択できま 
す。工場出荷時は 「English ( US ) 」じ設定されています。 

参 Legacy Diskette A 

フロッピーディスクドライブのモードを違択します。 

「 Disabled 」 じするとフロッピーディスクドライブが使用できなくな 
ります。 （ I/O ロック） 


設定項目 

設定の客 


Legacy Diskette A 

Disabled 

360 Kb 

ち 

1/4" 


1.2 MB 

5 

1/4" 


720 Kb 

3 

1/2" 


11.44/1.25 MB 

3 

1/2" 


2.88 MB 

3 

1/2" 1 


参 IDE Channel 0 Master 

現在 マ ザーボードの IDE イ ンタフ エースに接続されている IDE デ バイ 
ス（工場出荷時に内蔵されているハードディスクドライブ)がま示され 
ます。この項目に力ーソルをあわせ 【 Enter 】 を押すと設定画面となりま 
す。 


設を項目一 覧 








参 IDE Channel 0 Slave 

IDE Channel 0 Master の設定と同様です。増設ハードディスクドラ 
イブが搭載されたモデルなどでは、増設したハードディスクドライブ 
の設定画面じなります。 

参 IDE Channel 1 Master 

IDE Channel 0 Master の設定と同様です。工場出荷時に内蔵されて 
いる CD / DVD ドライブの設定画面となります。 

参 IDE Channel 1 Slave 

IDE Channel 0 Master の設定と同様です。 

厂 0 チェックク- . 

[IDE Channel の設をは変更しないでください。 j 


参 Keyboard Features 

キーボード機能を設定します。このち目に力ーソルをあわせ 【 Enter 】 を 
押すとサブメニュー設定画面となります。 


設定項目 

設定の容 

説 明 

NumLock 


起動時に Num Lock を有 


On 

効にするかどうかを設定し 


Off 

ます。 

Legacy US 巨 

Disabled 

USB レガシー機能を設定 

Support 

Enabled 

します。 


• Boot-time Diagnostic Screen 

起動時に自己診断画面をま示するかを設定します。 「 Enabled 」 じする 
と NEC のロゴをま示せずに自己診断画面をま示します。工場出荷時は 
「 Disabled 」 です。 

厂かェックク- 

エラーメ 'ソセージが表示された場合は、『巧用ガイドソフトウエア編』 
「トラブル解ミ夫 Q&A」 をご覧ください。 


システム設定 
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• System Memory 

搭載されているシステムメモリ容量を表示します。 

• Extended Memory 

搭載されている拡張メモリ（メイン RAM ) を表示します。 

• BIOS Revision 

搭載されている区 lOS のリビジョンを表示します。 

• Product name 

型番が表示されます。 

• Serial number 

製造番号が表示されます。 


Advanced の設定 


「 Advanced 」 の項目はユーザパスワードで起動したときには変更できま 
せん。 

参 Plug & Play 0/S 

プラグ&プレイ対応のオペレーティングシステムを使用している場 
合は、 「 Yes 」 を選択します。工場出荷時は 「 Yes 」 に設定されています。 

参 APIC interrupt routing 

この項目は 、 r Hyper-Threading Te 油 nology 」 で 「 Enabled 」 が選択さ 
れた場合、表示されません。 

〇チェック ク - 

( 本項目の設定は変更しないでください。 ] 

参 Reset Configuration Data 

PCI ボードなどのプラグ&プレイ機器の設定値のみを巧巧化したい場 
合口よ、 「 Yes 」 を違択します。工場出荷時は「 N0 」じ設定されています。 
ただし、 「 Yes 」 じ設定した後、再度 BIOS セットアップメニューを起勤 
すると「 N 0」じ房ります。 

• PCI Configuration 

各 PCI デバイスの割込み番号 ( IRQ ) を設定します。この項目に力ーソル 
をあわせ [ Enter ] を押すとサブメニューの設定画面となります。 
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設定項目 

設定內容 

説 明 

PCI IRQ line 1 

Disable 日 / Auto Select/3/4 / 
5/7/9/10/11/12/14/15 

PCI IRQ line1 で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 

PCI IRQ line 2 

Disable 日 / Auto Select/3/4 / 

己 / 7/9/10/111/12/14/1 己 

PCI IRQ line 2 で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 

PCI IRQ line 3 

Disabled/Auto Select/3/4 / 
5/7/9/10/HI/I2/14/15 

PCI IRQ line 3 で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 

PCI IRQ line 4 

Disabled/Auto Select/3/4 / 
己 / 7/9/10/m/12/14/1 己 

PCI IRQ line 4 で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 

PCI IRQ line 已 

Disabled/Auto Select/3/4 / 
5/7/9/10/11/12/14/15 

PCI IRQ line 已で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 

PCI IRQ line 6 

Disabled/Auto Select/3/4 / 
5/7/9/10/11/12/14/15 

PCI IRQ line 日で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 

PCI IRQ line 7 

Disabled/Auto Select/3/4 / 
5/7/9/10/11/12/14/15 

PCI IRQ line 7 で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 

PCI IRQ line 8 

Disabled/Auto Select/3/4 / 
己 / 7/9/10/m/12/14/1 己 

PCI IRQ line 8 で使用す 
る IRQ 番号を設定します。 


PCI Configuration の設定項目と PCI スロットは、ホのようじが■応して 
います。 


設定項目 

ス□ット 

PCI IRQ line ] 

PCI ス□ット] 

PCI IRQ line 2 

PCI ス□ット2 

PCI IRQ line 3 

- 

PCI IRQ line 4 

- 

PCI IRQ line 己 

- 

PCI IRQ line 6 

- 

PCI IRQ line 7 

- 

PCI IRQ line 8 

- 


〇チェックク-, 

RAID ボードを搭載したモデルの場合は、 PCI スロット1に RAID ボード 
が入ります。 LAN ボードを搭載したモデルの場合は、 PCI スロット2に 
LAN ボードが入ります。 

V J 
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#Cache Memory 

メモリキャッシュの設定をします。 

^0チェックク- 

( 本項目の設定は変更しないでください。 ] 

参 I/O Device Configuration 

入出力機器の設定を斤 t 、ます。この巧目にカーソルをあわせ 【 Enter 】 を 
押すとサブメニューの設定画面となります。 


設定項目 

設定内容 

説 明 

Serial port A 

Disabled 

「 Disabled 」 に設定するとシ U 

( シリアルコネクタ 1) 

Enabled 


アルポート A び使用でさなくな 0 


Auto 


(1/ 日 □ ック）、割り込みび開放さ 
れます。 

「 Embled 」 に設定すると 1 /日ベー 
スアドレスと割り込みび設定でを 
ます。 

「 Auto 」 に設定すると 1 /日ベー 
スアドレスと割 0 込みを自動的に 
設定します。 

Base I/O 

rasi 


シ 1 」アルポート A の I/O ベースア 

Address 

2F8 


ドレスを設定します。 


3E8 




2E8 



Interrupt 

IRQ3 


シ U アルポート A の割込み番号を 


■IBliEI 


設定します。 

Serial port B 

Disabled 

「 Disabled 」 に設定するとシ U 

( シリアルコネクタ 2) 

Enabled 

1 

アルポート B び使用でさなくな 0 


Auto 


(1/ 日 □ ック）、割り込みび開放さ 
れます。 

「 Embled 」 に設定すると 1 /日ベー 
スアドレスと割り込みび設定でを 
ます。 

「 Auto 」 に設定すると 1 /日ベー 
スアドレスと割り込みを自動的に 
設定します。 
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設定項目 _ 

Base I/O 3 F 8 

Address KIM 


設定内容 _ 説 明 _ 

シ U アルポート B の1/日ベースア 
ドレスを設定します。 


3 E 8 


Interrupt 


2 E 8 


IRQ 3 


Parallel port 
(パラレルコネクタ) 


IRQ 4 _ 

Disabled 


Enabled 


Auto 


Mode Output only 


Bi-directional 


_ EPP/ECP 

Base I/O KWSi 


シ U アルポート目の割込み番号を 
設定します。 

「 Disabled 」 に設定するとパラ 
レルポートび使用できなくな0 ( I/O 
n ック）、割 D 込みび開放されます。 
「 Enabled 」 に設定するとパラレ 
ルポートのモード、1/日ベースアド 
レス、割込み番号を設定できます。 
「 Auto 」 に設定すると自動的に 
パラレルポートを設定します。 
モードを設定します。ご利用のプ 
I 」ンタのモードについては、プ U 
ンタのマニュアルをご覧ください。 
オプシヨンを使用してパラレ J レポー 


Address 2/8 


卜に1/日アドレスを設定します。 


3巨 C 「 Mode 」 で 「 EPP 」 を選択した 


Interrupt IRQ 日 


IRQ 7 


DMA Channel DMA 1 


DMA 3 


Floppy Disk 
Controller 


Disabled 


Enabled 


Auto 


Base I/O 
Address 


Primary 


Secondary 


場合、設定内容の「3巨 C 」 は 
「178」になります。 

パラレルポートに割込み番号を 
設定します。 

パラレルポートび ECP モードの 
とさに使用する DM A チャネルを 
設定します。 「 Mode 」 で 「 ECP 」 
を選択した場合に表示されまず。 
フ n ツ ピーディスクコント□ーラ 
の使用を設定します。 
「 Disabled 」 ではフ □ツ ピーディ 
スクコント n —ラび使巧できなく 
なります （1/ 日 n ック）。_ 

フ □ツ ピーディスクコント□ーラ 
の1/日べースアドレスを設定します。 
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之 J 互 J I / O □ック 

I/O ロックは、外部とのデータタ換の手段である I/O を使用しないようじ 
する（ロックする）磯能です。 BIOS セットァップメニューの I/O を 
「Disabled」 じ設定することでロックを有効じすることができます。巧を 
となるインターフェイスは、フロッピーディスクドライブ A、 シリアル 
ポー ト A、 シリア ルポー ト B、 パラレ ルポー トです。 

参 Advanced Video Control 

使用するビデオの設定をします。 

〇チェックク-, 

- 「DVMT ModeJ.fDVMT Memory SizeJjFIXED Memory Size」 

の設定は変更しないでください。 

• 「DVMT Memory SizeJjFIXED Memory Size」 のグラフ ィッ ク 
スメモリサイズは、 「DVMT Mode」 で選択したモードによって変わ 
ります。 


設定項目 

設定内容 

説 明 

Default Primary 
Video Adapter 

PCI 

使用するグラフィックカードの設 
定をします。 |" PCIEx / lnte 「 nal 」 
では PCI Express ス□ツトに挿 
入されたグラフィックカードを、 
「 PCI 」 では PCI ス□ットに挿 
入された別売のグラフィックカー 
ドを優先して使用します。 

IPCIEx/Internai 


DVMT Mode 

IFIXED 


内蔵グラフィックスデバイスび 
使用ずる、グラフィックスメモ1」 
の割り当て方法を還巧します。 

DVMT 

BOTH 

DVMT Memory 

Size 

iNon 白 

1 

DVMT モードで側するグラフィッ 
クスメモリサイズを選択します。 

64 MB 

128 MB 

Maximum DVMT 

FIXED Memory 

Size 

None 

BEi 田 la 

128 MB 

FIXED モードで使用するグラフィッ 
クス^モ U サイズを選択しまず。 
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• IDE Controller Setting 

IDE コントローラの設定をします。 

广り チェックク- 

本項目の設定は変更しないでください。設定を変更した場合は、ハード 
デイスクパスワード機能などが利用できなくなります。 

V _ J 

• QuickBoot Mode 

「 Enabled 」 じ設定した場合、本機起動時の一部のテストをスキップし 
ます。システム起動時間が短縮されます。工場出荷時は 「 Enabled 」 じ設 
定されています。 

• Sound 

サウンド機能の有効/無効を設定します。 

工場出荷時は 「 Enabled 」 じ設定されています。 

• USB2.0 

USB 2.0 機能の有効/無タカを設定します。 

工場出荷時は 「 Enabled 」 じ設定されています。 

• Hyper-Threading Technology 

搭載している CPU の Hyper - Threading 機能を利用できるようじ設定 
します 。 Windows XP Professional モデルた(外のモデルでは、 
「 Disabled 」 じ設定されています。 

0チェックク-, 

Windows XP Professional モデルが外のモデルをご使用の場合は、本 
項目の設定を変更しないでください。また、 Windows XP Professional 
モデルで設定を変更する場合は、システムを巧セットアップする必要が 
あります。『活用ガイド再セットアップ編』をご覧になり、再セットアッ 
プを巧ってください。 

V _ J 


• Network Boot Agent 

ネットワークブート機能の有効/無効を設定します。工場出荷時は 
[Enabled I じ設定されています。 


システム設定 
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参 DMI Event Logging 

起動時に起きたイベントログを参照できます。この項目にカーソルを 
あわせて 【 Enter 】 を押すとサブメニューの設定画面となります。 


設定項目 

設定の客 

説 明 

Event Log 
Capacity 

(設定項目はありません） 

イベント□グ領域の状態を 
表术します。 

Event Lo 旨 
Validity 

(設定項目はありません） 

イベント□グ領域の内容び 
有効であるかどうかを表示 

します。 

View DMI 

Event Log 

(設定項目はありません） 

Enter 】 を巧すと DMI イ 
ベント□グを表示します。 

Clear All DMI 

Event Logs 

IBFH 

Yes 

「 Yes 」 を選択すると、再 
起動後すベての DMI イべ 
ント□グをク U アします。 

Event Logging 

I Enabled 

「 Enabled 」 では DMI イべ 
ント□グを記録します。 

Disabled 

Mark DMI 

Events As 

Read 

(設定項目はありません） 

【 Enter 】 を押し、 「 Yes 」 
を選択すると表示されて 
いる□グは既読状態となり 
ます。 


立 

DMI(Desktop Management Interface ) とは、システム管理を斤うため 
じ各 PC の管理を容易に斤うためのハードウエア/ソフトウエアのインタ 
フュースの標準仕様のことです。 

• Summary screen 

r Enabled 」 じ設定すると起動時にシステム設定状況をま示します。エ 
場出荷時は 「 Disabled 」 じ設定されています。 
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Security の設定 


セキュリティに関する各種設定を斤います。 

項目の右側じ议)マークが付いている設定項目は、ユーザパスワードで 
起動したときじ変更可能な項目です。 

厂かェックク- 、 

スーパ バイ ザ パスワー ド/ ユーザ パスワー ド、 BIOS LOCK 、 ハー ド デイ 
スクパスワ ードを設定する場合は、 パスワ ードや パスワ ードの解除の方 
法を忘れたときのために、事前にこの rSecur け y の設定」および『ハード 
ウェア拡張ガイド』 「PARTS 付録」の r ストラップスイッチの設赴を印 
刷しておくことをおすすめします。 

V_ J 


• Supervisor Password Is 

スーパバイザパスワードの設定が態を表示します。エ塌出荷時は 
Klear 」 です。 「 Set 」 が表示された場合、スーパバイザパスワードが設定 
されています。 

「 Clear 」 が表示された場合、スーパバイザノ くスワードが設定されていま 
せん。 

参 User Password Is 

スーパバイザパスワードと同じ表示です。 

参 Set Supervisor Password 

スーパバイザパスワードを設定します。 

項目にカーソルをあわせて 【 Enter 】 を押すとスーパバイザノ くスワード 
の設定画面になります。 

参 Set User Password (☆) 

スーパバイザパスワードと同じ設定です。 

チェックク- . 

ご購入元、または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
つー ドを解除、および無効にしておいてくださし、。 

V_/ 


参照/ NEC のお問い合わせ先一『保証規定&修理に関するご案刚 


システム設定 
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^ 立 

スーパバイザパスワードとは BIOS セットアップメニューの使用をを制 
限するための磯能です。 

スーパバイザパスワードの設定を斤うと BIOS セットアップメニュー起 
動時、パスワードの入力画面となり設定されたスーパバイザパスワード 
を入力しない限り BIOS セットアップメニューの起動はできません。 

ユーザパスワードとは BIOS セットアップメニューの使用者を制限し、 
BIOS セットアップメニューで設定可能な項目も制限するための機能 
です。 

• Password On Boot 

起動時にパスワード入力を斤うかの設定をします。リモートパワーオ 
ン機能を利用するときは 、 [Network Boot Setting 」 の 「BIOS LOCK 」 
を 「 Disabled 」 じ設定します。工場化荷時は 「 Disabled 」 です。 

• Fixed disk boot sector 

ハードディスク起動セクタを書き a み禁止じするかの設定をします。 
[Write Protect 」 じすると起動セクタをウイルスから保護します。工場 
出荷時は 「 Normal 」 です。 

参 Diskette Access 

下記の設定の後、 「 Supervisor 」 じ設定するとス ーパパイ ザが、外フロッ 
ピーディスクドライブじアクセスできなくなります。 

. スーパバイザ/ユーザパスワードを設定 
- [Password On Boot 」 を 「 Enabled 」 (こ設定 
工場化荷時は 「 Supervisor 」 じ設定されています。 

• Network Boot Setting 

この項目に力ーソルをあわせ、 【 Enter 】 を押すと、サブメニュー設定画 
面となります。 
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」 


設定項目 


設定巧客 


説 


明 


BIOS LOCK 


Enabled 


Disabled 


「 Disabled 」 を選択すると、 
「Password On 巨日日り 
で 「 Enabled 」 に設定され 
ていてもリモート起動時に 
パスワード入力を要求しま 
せん。この項目は、パスワー 
ドを設定して 「Password 
On 巨 00 りを 「 Enabled 」 
に設定した場合に表示さ 
れます。 


S 子で、 J ウ•'し 


ここでのリモート起動時とは、管理者側のパソコンからクライアント PC 
(本機）をリモートパワーオン機能により起動することを指します。 


参照/リモートパワーオン機能一 「PARTI 本体の構成各部」の r セキュリティ/マ 
ネジメント機能」 （P.103) 


• Virus check reminder 

起動時に警告メッセージを表示します。表示するタイミングは 
「 Disabled 」、「 Daily 」、「 Weekly 」、「 Monthly 」 の中から選択します。工場 
出荷時は 「 Disabled 」 に設定されています。 

> System backup reminder 

起動時に警告メッセージを表示します。表示するタイミングは 
「 Disabled 」、「 Daily 」、「 Weekly 」、「 Monthly 」 の中から選択します。工場 
出荷時は 「 Disabled 」 じ設定されています。二度と同じものを作れない 
ような大切なデータがある場合じは、定期的にバックアップをとれる 
よう、設定を変更することをおすすめします。 

> Cover Open Check 

「 Enabled 」 を選択すると、本体のカバーが取り外された状態では起動 
できなくなります(ルーフカバーオープン検知磯能)。なお、メッセージ 
を解除する場合は、 「 Disabled 」 じ設定して再起動してください。工場出 
荷時は 「Disabled I じ設定されています。 


システム設定 
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• Assign HDD Password 

ハードディスクドライブ （IDE Channel 0 Master 、 阻 E Channel 0 
Slave ) じパスワードを設定します。ハードディスクパスワードには、 
ハードディスクマスタパスワード （HDD Master Password ) とハード 
ディスクユーザパスワード （HDD User Password ) の2つがあります。 
【 Enter 】 を押すとハードディスクマスタパスワードの設定画面が表示 
され、ハードディスクマスタパスワードを設定すると、ハードディスク 
ユーザパスワードの設定画面が表示されます。ホに IDE Channel 0 
Master または IDE Channel 0 Slave の設定を【+】 【一】 で斤います。な 
お 、 IDE Channel 0 Master または IDE Channel 0 Slave の設定を変 
更されないよう、ス ーパパィ ザパスワードを設定してください。 

^かエックク- 、 

ご購入元、または NEC に本機の修理を依頼される際は、設定したパス 
ワードは解除、および無効にしておいてください。 


参照/ NEC のお問い合わせ先一『保証規定&修理に関するご案内』 


• ハードディスクマスタパスワード （HDD Master Password ) 

ハードディスクマスタパスワードは、ハードディスクユーザパスワー 
ドを解除するためのパスワードです。ハードディスクマスタパスワー 
ドの解除方法じついては、後述の「パスワードの解除」の「ハードディス 
クマスタ/ハードディスクユーザパスワードの場合」 （ P .126) をご覧く 
ださい。 

• ハードディスクユーザパスワード （HDD User Password ) 

ハー ドディスク ユーザ パスワ ー ドは、本欄と ハー ドディスクドライブ 
の認証を巧うためのパスワ ー ドです。 ハー ドディスク ユーザ パスワ ー 
ドを設定することにより、本機が外でノ、ー ドディスクドライブの不正 
使用を防止できます。 

〇チェックク-, 

- A- ドディスクマスタバスワードを設定していないと A- ドディス 
クユーザバスワードを設ますることはできません。 

-設定したパスワードを忘れないように控えておくことをおすすめし 
ます。パスワードを忘れてしまった場合、お客様ご自身で作成された 
データは、当社でも取り出せなくなります。またソ{スワードを忘れた 
ために使用できなくなった A- ドディスクドライブを交換する場合 
は有償になります。 /N— ドディスクドライブのパスワードは忘れない 
ように十分にを意してください。 
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本磯 (IDE Channel 0 Master にインストールされた Windows ) を起動す 
る蠕合 、 「IDE Channel 0 Master HDD Password 」 を 「 Enabled 」 にして 
も、設定したハードディスクマスタパスワードやハードディスクユーザ 
パスワードを入力する必要はありません。 

チェックク- 、 

本お能をご利用になる場合は、 「 Advanced 」 の 「IDE Controller 
Se け ing 」 の設をを工場出巧時の設まから変更しないでください。 


◎パスワードの解除 


■スーパバイザ/ユーザパスワードの場合 

スーパバイザ/ユーザパスワードは、 BIOS セットアップメニューを起 
動して 「 Security 」 の 「Set Supervisor Password 」 または 「Set User 
Password 」 (こパスワードを入れて、新しいパスワードじ何も入れずじ 
【 Enter 】 を押すと解除されます。なお、スーパバイザ/ューザパスワー 
ドを忘れてしまった場合のパスワードの解除方法じついては『ハード 
ウェア拡張ガイド』 「 PART 3 付録」の「ストラップスイッチの設定」を 
ご覧ください。 


設定項目 

設定の客 

説 巧 

IDE Channel 0 

Master HDD 

Password 

Enabled 

八ードディスクドライブ （IDE 
Channel 0 Master ) へ、 

八ードディスクパスワードを 

設定します。 

Disabled 



IDE Channel 0 

Slave HDD 

Password 

Enabled 

増設ノ V — ドディスクドライブ 
(IDE Channel 0 Slave ) 

へ、ノ V —ドディスクパスワード 

を設定します。増設八ードディ 

スクドライブを搭載したモデ 
ルの場合に表示されます。 

Disabled 



IDE Channel 1 

Master HDD 

Password 

Enabled 

八ードディスクドライブ （IDE 
Channel 1 Master ） へ、 

八ードディスクパスワードを 

設定します。 

Disabled 



IDE Channel 1 

Slave HDD 

Password 

Enabled 

増設八ードディスクドライブ 
(IDE Channel 1 Slave ) 

へ、八ードディスクパスワード 

を設定します。 

Disabled 
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0 チェックク- 

無断でバスワードが解除されることを防ぐために、霞体ロックを使用す 
ることをおすすめします。 （ P .1 Q 5) _ ノ 


■ハードディスクマスタ/ハードディスクユーザパスワードの場合 

ハー ド デイスクマスタ/ハー ド デイ スク ユーザ バスつー ドでは、 BIOS 
セ’ソトアップメニューを起動して 「Security」 の 「Assign HDD 
Password」 に ハー ド デイスクマスタパスワー ドを入れ、新しい パス 
ヮードに何も入れずにに nter】 を押すと解除されます。 


Power の設定 


省電力の設定を斤うための設定項目じつ t >て説明します。 

(☆) マークがついている設定項目はユーザパスワードで BIOS セット 
アップメニューを起動したときじ変更可能な項目です。 

ACPI 袖芯のオペレーティングシステム (Windows XP,Windows 2000) 
を ご利用の場合、 （ A ) マークがついている 設定項目 は 無効 じな ります。特 
じ 「System Switch」 は、 ACP ほ！ ■応のオペレーティングシステムの 電源管 
理の項目で設定して ください。 

参照/電源管理の設を- ► Windows のヘルプ 


参 System Switch ( A ) (な） 

r System Switch」 は、本体前面じある電源スイッチをパワーボタンま 
たはスリープボタンとして利用できるようじする磯能です。工場出荷 
時の設定は、 [Power Button」 じ設定されています。 

- 「PowerButton」 じ設定した場合は、電源スイッチを押すことじよつ 
て電源を入れる/切ることができます。 

- 「Sleep Button」 じ設定した場合は、電源 スイ ッチを押すことじよつ 
てサスペンド/レジュー ムまたは スタンバイ/スタンバイ から復帰 
することができます。 
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rSystem Switch 」 の設定を 「Power Button 」 （工場出荷時）から [Sleep 
Button 」 じ変更した場合の電源を切る操作は、次のようじなります。 


•正しく電源を切る方法 

正しく電源を切る方法じついては、各オペレーティングシステムの 
「 PART 1 本体の構成各部」「電源」の「電源の入れ方/切り方(電源の 
手動操作)」をご覧ください。 

•強制的に電源を切る方法 

ソフトウエアなどの エラーで Windows が 操作で きなくなってしまっ 
た場合は、『活用ガイドソフトウュア編』「トラブル解決 Q & A 」 「電源 
を切ろうとしたが…」をご覧ください。 

参 Resume On Modem Rina ( A ) (な） 

「 On 」 じ設定すると、シリアルポートじ接続したデバイスで本機の電源 
を入れる、またはスタンバイ状態から復帰します。工場出荷時は、「〇だ」 
じ設定されています。 

参 Resume On Time ( A ) (な） 

「 On 」 じ設定すると、レジューム時刻設定時間 (Resume Time ) で本機 
をレジュームまたは スタンバイ 状態から復帰します。工場出荷時は 
「0だ」じ設定されています。 

参 Resume Time ( A ) (な） 

レジュームする時刻を設定します。 

参 On PME (々） 

PCI デバイス （ LAN ボード等）じよって電源を操作します。リモートパ 
ワーオン機能を利用するには、本項目を [Power On 」 じ設定します。エ 
場出荷時は 「Stay 0だ」じ設定されています。 

jiJ 王 J 

PME(PCI Power Management Event ) とは、管理まのパソコンからク 
ライアント PC (本磯）をリモートパワーオン機能で起動することです。 

参照/リモートパワーオン機能一 

- 「 PARTI 本体の構成各部」 r セキュリティ/マネジメント機能」 ( P .103) 

.「 PART 1 本体の構成を部」 「 LAN (口ーカルエリアネットワーク）」の r リ 
モートパワーオン機能の設を」 （ P .91) 


システム設定 
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• Restore On AC/Power Loss 

AC 電源 ( ACIOOV ) が失われ、再投入されたとき、どの状態に復旧する 
かを設定します。 


設定項目 

設定の容 

説 巧 

Restore On 

AC/Power 

Loss 

I Power Off 

AC 投入時に電源は入りま 

せん。 


Last state 

AC 電源び失われたとさの 
状態に戻します。電源び入つ 
ている状態で、 AC 電源び 
切れた場合は、電源び入り 
ます。電源び切れている状 
態で AC 電源び切れた場を 
は、電源は入 0 ません。 

Power On 

AC 投入時に電源び入ります。 


Boot の設定 


「 Boot の設定」は ユーザ パ スワー ドで起動したときじは、変更できません。 
起動するデバイスを優先順に従ってリストま示します。本機を起勤する 
デバイス（ブートデバイスともいいます）を設定します。 

参 Boot Order 


設定内容 

説明 

Removable Devices 

本機を起動するデバイスの順番を決 
めます。設定したデバイスの上か 5 

順番に起動されます。 

ATARI CD-ROM Drive 

Hard Drive 

Network Boot 

MBA V7.0.3 Slot 日:巳 0 


起動するデバイスを変更するには 【り【 i 】 を使用して変更したいデバ 
イスに力ーソルを合わせます。【+】を押すとリストの上側に移動し、 
【一】 を押すとリストの下側に移動します。 

複数のデバイスが存在する 「Hard Drive][Removable Devices 」 じつ 
いてはさらにその中で起動する順位を設定することができます。 

广 A チェックク- . 

-使用環境にあわない起動順序に変更すると正常に動作しなくなる場 
合がありますので、変更には十分ま意してください。 

-使用環境によっては、上記内容の項目が増えることがあります。また、 
「MBA V 7.0.3 Slot 0;50」は工場出巧時に内蔵されている LAN です。 

V_ J 
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この章の読み方 


順番に読んでいく必要はありません。目的にあわせて該当するページを 
お読みください。 


し の章の内容 


割り込みレベル • DM A チャネル 
本機のお手入れ . 
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割り込みレベル ’ DMA チヤネル 

本機で使用できる周辺機器は、すべて「リソース」というものを使巧して 
います。リソースには、大きく分けて「割り込みレベル(旧 Q )」 rDMA チヤ 
ネル」などがあります。 


割り込みレベルと DMA チヤネルについて 


リソースは、それぞれの機器ごとに違う設定をしなければなりません。リ 
ソースが複数の磯器に割り当てられているが態（リソースの競合)では、 
磯器が正常に使用できないばかりか、システム全体の動作も不安定に 
なってしまいますので、競合しないように設定してください。 

◎割り込みレベル 

本磯では、購入時には次のように割り当てられています。 


IRQ 

インターフェイス 

IRQ 

インターフェイス 

0 

カウンタおよびタイ 7*4 

16 

グラフィック 

US 巨コント□-ラ 

PCI Express 

LAN 

1 

PS/2 接続キーボード 

2 

( 空き） 

3 

通信ポート （ CC1M2) 

4 

通信ポート （ C 日 Ml) 《1 

17 

RAID コント □- ラ ※2 

PCI Express 

LAN&3 

サウンド 

已 

( 空き） 

6 

フ□ッピーディスクドライブ 

7 

性き） 

8 

U アルタイムク□ック 

18 

USB コント□-ラ 

PCI Express 

9 

ACPI-Compliant System 

10 

( 空き） 

19 

US 目コント□-ラ 

PCI Express 

1 1 

SMBus Controller 

12 

PS/2 接続マウス 

20 

( 空さ） 

13 

数値演算コプ□セッサ 

21 

( 空さ） 

14 

プライマ HIDE 

22 

LAN 〔ワイヤレス） 

] 已 

セカンダ HIDE 

23 

US 目コント□-ラ 


別の I/O 磯器に変更する攝合は、 BIOS の設定を変更してください。 
《2 ID に RAID ボード搭載モデルの墻合 
《3増設 LAN ボード選択時 
《4 Windows XP の攝合 


割り込みレベル ’DM A チャネル 























◎ DMA チャネル 


工場出荷時の DMA チャネルの割り当ては、ホの通りです。 


DMA チヤネル 

データ幅 

デバイス 

0 

8または1巨ビット 

(空さ） 

1 

8または1巨ビット 

(空さ） 

2 

8または1巨ビット 

フ□ッピーディスク 

3 

8または1巨ビット 

(空さ） 

4 


DMA コント□—ラ 

已 

1巨ビット 

(空さ） 

6 

1巨ビット 

(空さ） 

7 

1巨ビット 

(空さ） 


割り込みレベル .DM A チヤネル 


















本機のお手入れ 


本機のお手入れは、それぞれ次の要領で巧ってください。 


本体 

布でおいてください。巧れびひどいとさは、水かめるま湯を巧に 
含ませ、よくしぼってから、拭き取ってください。 

本体の内部 

長時間使うと、ほこりびたまるので、定期的に清掃してくださし)。 
本体内部の清掃については、ご購入元にお問い合わせください。 


フ □ッ ピーディスクド 
ライブ、 CD / DVD ド 
ライブ 

ク U- ニングディスク（別売） 
を使ってクI」一ニングします。 
ひと月に]回を目安にク U 


ディスプレイ 

布で拭いてください。 
汚れびひどいときは、水 
か城るま湯を巧に含ま任 
よくしぼつてから、拭を 
取ってください。また、 
ディスプレイの画面は傷 
などび付かないよラに 
軽くないてください。 


^ - 7 U — 卜 

巧で拭いてください。巧れびひどい 
とさは、水か城るま湯を布に含ませ、 
よくしぼってから、拭き取ってくださし、。 
キーのす去まからゴ S などび入った 
ときは、掃除機などで吸い出します。 
ゴミび取れないときは、ご購入元に 
お問い合わせ<ださい。 



マウス 

布で拭いてください。巧れびひどいとさは、 
水か说るま湯を袖こ含ま杜よくしぼってから、 
拭を取ってください。 

マウスの内部 

マウスポインタの動さび悪いとさは、ボール 
と□ーラーちク U —ニングしてください。 

>1■マウスのク U —ニング」（次ページ） 
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水や中性洗剤は、絶対に本体やキーボードに直接かけないでくださ 
い。故障の原因になります。 

シンナーやベンジンなどの揮発性の有機’溶剤や化学ぞうきんは、使用 
しないでください。本体の外装をいためたり、故障の原因となったり 
します。 



付 

録 



マウス内部の口ーラーやボールが汚れると、マウスポインタの動きが悪 
くなります。とくじ汚れがたまりやすいので、定期的にクリーニングして 
ください。口ーラーだけクリーニングするときは、4~6の手順は省略して 
もかまいません。 

1 本機の電源を切り、マウスのケーブルをキーボードから外す 

2 マウスの裏側のボール止めを、下図の矢印の方向に回転させる 



3 ボール止めを取り外し、ボールを取り出す 



4 ボールを中性洗剤で洗い、巧れを落とす 


本機のお手入れ 
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5 水で中性洗剤を洗い落とす 

6 布で水分を拭き取り、風ほしの良いところで充分に乾燥させる 

7 マウス内部の口ーラーの巧れを、水分を含ませた綿棒でこすり 
落とす 

汚れが落ちないときは、柔らかい歯ブラシなどで汚れを取ります 
(このとき、歯ブラシに水やはみがき粉などをがけないでくださ 

い）。 



8 ボールをマウスに戻す 

9 ボール止めを取り付け、手順2と逆の方向に回して固定 



クリーニング中に、マウス内部にゴミが入らないようにま意してくだ 
さし、。 

クリー ニン グの際にマウスから取り出した部品は、なくさないように 
してください。 

水や中性洗剤は、絶対にマウスに直接かけないでください。故障の原 
因となります。 

シンナーやベンジンなどの有機’落剤は、使用しないでくださし、。マウ 
スの外装をいためたり、故障の原因となったりします。 

□ーラーの巧れを取る場合には、絶対に金属ブラシやカッター、ヤス 
リなどのような硬いものは使用しないでください。口ーラーに傷がが 
き、故障の原因となります。 
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